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主人公、友田作太郎は『最強の恋愛マスター』と謳われているが、自分の恋愛は上手くいったためしがなく、いつも他人の恋愛を成就させてきた。そんなある日、自分の惚れている正統派ヒロイン系女子の榎本小晴に呼び出されるのだが、この出来事をきっかけに奇妙な事件に巻き込まれていく…。
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プロローグ　「真の恋の道は、茨の道である」…だそうです


　四月二十日、晴れ。
　放課後——夕日に染まる校舎。
　柔らかな春風が吹きぬける屋上。
　地面に長く伸びた二本の影が向かい合い、かすかに揺れている。
　一つは僕、そしてもう一つは僕の目の前に立っている女の子のもの。
　彼女の名前は榎本小晴——僕と同じ高校二年生だ。
「えと、そのー……」
　さっきから彼女は後ろ手をもじもじとさせながら、ようやく口を開いたと思えばまたつぐむ。その繰り返しだ。
　顔は耳まで赤くなっているが、これは夕日に染められているせいだけではないらしい。
　そう——彼女はこれから口にしようとしている言葉の前にひどく緊張しているんだ。
「ちょっと恥ずかしいんだけど、聞いてくれる？」
　いよいよか。
　僕は小さく頷いてから榎本さんの次の言葉を待つ。
　実は、僕は榎本さんのことが好きだった。
　セミショートのさらさらな髪も、くりっとした大きな目も、可愛らしい唇も——そして誰にでも分け隔てなく接する優しさも……。
　きっと彼女に関わった男子の十人のうち九人は彼女のことを好きにならずにはいられないだろう。
　それくらい榎本さんは可愛くて魅力的な子なんだ。
　僕としては、そんな彼女からまさか放課後に呼び出されるとは夢にも思わなかったのだが——いや、本当は心のどこかでこんな日が来るんじゃないかと思っていた。
　この想定は決して自惚れなんかじゃない。僕の経験則によるものだ。
　もどかしい時間がしばらく続いく。
　果たしてその時は訪れた。
　榎本さんは深呼吸を一つして、潤んだ瞳で僕の目をまっすぐに見据える。
「あのね、わたし……」
　覚悟を決めた榎本さんの表情に、思わず僕の心臓が高鳴る。
「わたし、一条くんのことが好きなの！」
「……そっか」
「本当に大好き！　一年のときからずっと……」
「うんうん、なるほどなるほどー」
「もし一条くんがＯＫなら、わたしと——付き合ってほしいのっ！」
「へー。そうなんだー」
　榎本さんの一世一代の告白。しどろもどろで、甲斐甲斐しくも美しい。
　対して僕の反応は、冷めているようでもあり生暖かくもある。
　どうしてかって？　そりゃそうだろっ！
　だってさぁー……——

「お願い友田くんっ！　一条輝くんと上手くいくようにサポートして！」

　そうなんだ……。
　僕は一条輝くんじゃなくて友田作太郎くんなんだよ……。




















第一章　「もっとも永く続く愛は、報われぬ愛である」…だそうです


「ダアッハハハー！　それでけっきょく榎本と一条をくっつけることにしたのかよっ？」
「うるさいなー……。そんなに笑うことないだろ？　人が傷心のときに……」
　榎本さんの件があった翌日の四月二十一日の昼休み。
　ことのあらましを聞いた渡辺哲太が中庭のベンチで大笑いしている。
　哲太はこの学校で一番話す友達——もとい腐れ縁だ。この高校にも「一緒に受けようぜ！」というノリで一緒に受験した。
　それでもって、非リアな僕らはたまにこうして一緒に過ごしている。あとはたまに休みの日にゲームをする仲ってだけ。
　ちなみにこいつ、イケメンのくせに彼女を作らないイケメンの無駄遣い野郎だったりもする。
　まあ、べつに悪い奴じゃないからいいんだけどさ……。
　まったくモテない僕としては、もっとイケメンを有効活用しろって思う。
「ダハハハハー——ガハッ、ゲボッ、ゴホッ！」
　笑いすぎてベンチから落ちやがった。
　いやさすがに笑すぎだろ……。
「なにがそんなに面白いんだよ？」
「お前、また今回も自分の好きだった子だろ？　そりゃ傑作だわ！　ダアッハハハー！」
「僕は今、哲太に言うんじゃなかったって激しく後悔している真っ最中だよ……」
「アホ！　こんな面白いネタを封印してどーするよ親友っ！」
　親友ならもっとちゃんと慰めてくれ。そして女の子を紹介してくれ。
「にしたって作太郎、その仲人キャラ体質なんとかならんかねー？」
「なんだよ仲人キャラって？　新ジャンル作るなよ……」
「だってお前さー、中学んときから一緒じゃん？　せっせせっせと男女を仲介するくせに、自分はいまだに彼女一人できてないもんな？」
「うっ……」
「しかも好きになった子が別のやつのことを好きになって、んでお前が仲介役するとか、どんだけお人好しなのって感じ。なに？　もしかして、そういうネトラレ的なのに興奮する性癖なわけ？」
　んなわけあるか、と僕は哲太に思いっきり肩パンを食らわせた。
　日頃からバスケで鍛えている哲太には通じないらしく、哲太は「オー！　イテテ！」というわざとらしいリアクションをして、また大笑いしている。
　それにしても仲人キャラか。僕は主人公にはなれないのかよ！
　……ただまあ、哲太の言うことも一理ある。
　僕は誰かを好きになるたび、その子はすでに別の誰かのことを好きになっていて、なぜか僕が他人への告白を聞かされるんだ。
　そして、結果的にその子と別の誰かをくっつけるお膳立てをしている。
　その成功率は驚異の九割弱。
　いや、自慢することでもないんだけど……。
　そういう評判が立ってからというもの、話したことすらない人たちからも『学園最強恋愛マスター』と謳われて、連日僕の放課後は恋愛相談で大忙しだ。
　ちなみに、以下は哲太が聞いたという僕の評判である——

『え？　三組の友田くん？　もち知ってるよ！　わたし、彼のおかげで大好きだった●●君とも付き合えてるからマジ感謝！』

『ああ、友田か……。うちの告白はダメだったけど後悔はないさ。それよりも後押ししてくれた友田には感謝だね。やつにはほんと感謝しているよ』

『『わたし（俺）たちー、友田くんのおかげで幸せになりましたー！』』

　——えーっと、僕の幸せはどこにいった？
「で、榎本の件はいつから始めんだよ？」
「もうすでに進行中。一条くんの身辺調査もだいたい終わって、一条くんとも知り合いの伝手でＬＩＭＥを交換したところ」
「さすが学園最強の恋愛マスター様だな。手が早いことで」
「それ、完全にバカにしてるよね？」
「うーんにゃ。むしろ感心してんだよ。お前ってさ、つまるところ好きなやつに振られてるわけじゃん？　それなのにそいつの恋の手助けとか——俺には絶対ムリ！　あ、やっぱ引くわー」
「あーっそ……」
　僕がむくれていると、にやけ面だった哲太が急に真面目な顔になった。
　このギャップ、女子だったらキュンとしちゃうかもしれないな。今度真似してみよう。
「お前さ、なんでそこまでできるわけ？　俺には損してるとしか思えないんだけど？」
「損得で物事を考えていないだけだよ。好きになった子が幸せならそれでいいんじゃないかな？」
　そう言うと、哲太は無言のまま僕をまじまじと見つめてきた。
「なんだよ？」
「お前ってさ……」
「うん？」
「ほんっと人が良いのなっ！」
「そこはせめて良い人って言ってほしかったな……」

　　◇　◇　◇

　放課後になった。
　僕は一条くんと直接会って話すことになっていた。
　場所は特別棟二階の空き教室。なぜかここは『恋愛相談室』なんて呼ばれているらしいが、明らかに僕のせいだったりもする。
　先に入って待っていると、しばらくして一条くんがやってきた。
「えっと、しつれーします」
「ああ、どうぞ気にしないで。少し散らかってるけど」
　一条くんには僕の対面に座ってもらった。
「こうして会って話すのは初めてだよね？　はじめまして友田作太郎です」
「は、はじめまして、一条輝です。お、お願いします。」
　改めて一条くんの顔を見ると爽やか系のイケメン。
　やや長い髪にふわっとパーマがかけられていて男性アイドルグループにでもいそうな雰囲気。
　事前に入手した情報によると、もちろん今付き合っている女子もいないし、これまでの恋愛遍歴にも悪い点は見つからない。
　現在はサッカー部の部員で、補欠だけど練習熱心。正義感があって、真面目で人当たりもいいらしいし、それでいて嫌味なところもない。交友関係もいい感じだ。
　彼なら榎本さんが好きになるのも頷ける。
　そうなんだ。
　頷けちゃうんだ……。
「このイケメンがっ！」
「えっ？　いきなりなにっ？」
「あ、いや……。持病の発作で。たまにあるんだ。ごめんね」
「はぁ……？」
　……一旦落ち着こう。
「時間もないから手短に話そう。一条くんに朗報があるんだ」
「友田くんに呼び出されたってことは、そういうこと？」
「うん。実は一条くんのことを好きな女子がいてね——」
　実は僕が好きだった女子だったんだけどねー、なんて恨み言は言わず、
「——二年一組の榎本小晴さん。知ってるかな？」
「え？　マジで？　俺も榎本さんのことは前から気になってたんだ！」
　あ、両想いなのね？　はいじゃあ決定ー……。
　今回楽勝だったなー、あははは……。
「告白は明日の放課後でもいい？　いちおうサッカー部はオフのはずだけど」
「え、明日っ？　も、もちろん！　つーか、よくサッカー部の予定とか知ってたね？」
「ん？　まあね。あはははー……」
　僕は校内の部活動の活動予定をほとんど把握している。なんなら練習試合の日程なんかもだ。
　情報収集とスケジュール管理は依頼者の信頼を得るために必要なスキル。
　できる男は違うのだ——と言いたいところだけど、たいていこの話をするとどん引かれる場合が多い。
　そもそも僕は部活動にすら入っていないのだけれど……。

　　◇　◇　◇

　一条くんと軽く打ち合わせて別れた後、僕はＬＩＭＥで榎本さんに報告した。

『サクタロー：一条くんも乗り気みたいだよ！　告白は明日の放課後で！　あと、一条くんは甘い物が好きだって言ってたから、差し入れはお菓子がいいんじゃないかな？』

　——送信っと。
　するとすぐに榎本さんから返信がきた。

『小晴：本当？　ありがとう友田くん！　じゃあ、明日の放課後、思い切って告白してみる！　甘い物、なにがいいかなー？』

　榎本さんの質問に答えつつ、他にも一条くんについて知っている情報からアドバイスを送る。
　榎本さんから最後にありがとうのスタンプが届くと、僕らのトークはぴったりと止んだ。
「ふうー……」
　僕は誰もいない教室で一人、窓の外を眺めた。
外では運動部の部員たちが汗を流して青春を追いかけている。
「なにやってんだろうな、僕……」
　なんだか虚しさが込み上げてくる。
　ま、これが自分に課せられた仲人キャラの宿命ってやつなら仕方のないことなのかもしれないけれど……。
　ちょうどそのとき教室の扉がガラリと空いた。
　見れば、うちのクラスの男子連中の間でも『眼鏡を外したら美人』と評判の五組の高橋花音さんだった。
　彼女はうちの学校ではめずらしく、制服をきっちりと着こなす優等生タイプ。
　唯一のオシャレポイントであるシュシュで長い黒髪を束ねている他は、化粧っ気もない。
　言い方が悪いかもしれないけど地味。
　目立たない美少女——というより目立ちたくない美少女といった感じ。
　生徒会書記っぽいイメージだが、実際は図書委員だ。
「えっと……友田くん？　わたし、五組の高橋だけど——ちょっとお願いがあって……」
　恋愛相談室に来た段階で答えはもうほとんど決まっている。
「わかってます。……で、お相手は？」
　僕はにっこりと作り笑いを浮かべた。

　　◇　◇　◇

　結論から言えば、高橋さんの依頼は丁重にお断り申し上げた。
　なにせ、仲介依頼の相手が榎本さんと同じ一条くんだったからね。
　今まで三十人以上の依頼を請けてきたけど、実はこのパターンは初めて。
　ある程度こういう事態が起こり得ることは想定していたので、僕は自分の中で決めていた仲人ルールに従い、高橋さんにはこう告げておいた。
「実は、一条くんへの告白依頼がもう一件あって進行中です。高橋さんには悪いけど、今そっちが優先だから——ごめんなさい……」
　そう、順番だ。
　僕の仲人ルールの中に優先順位は組み込んでいないため、頼まれた順に処理していく。
　悪い言い方をすれば早い者勝ち。
　相性が合う、合わないなんて僕が決めることじゃないからね。
　高橋さんはべつに取り乱すこともなく、ただ苦笑いを浮かべて「そっか……」とだけ呟いた。
「ちなみに相手は誰なの？」
「それはプライバシーもあるので」
「そうだよね……。じゃあせめて一条くんに相応しい相手かどうかだけ教えてくれない？」
「とっても——僕からするととってもお似合いな二人です。その——一条くんも前から気になっていた相手みたいで……」
「そっか……。ありがとう、教えてくれて」
　僕はそれくらいならと正直に話してみたものの、少し残酷だったかもしれないと後悔した。
　まるで高橋さんには相応しくないと言っているようで、言葉足らずに伝わっていたらとても申し訳ない。
「でも、良かった。それならそれで……」
「良かった？」
「お似合いの二人なんだよね？」
「ええ、まあ……」
「なら、一条くんにとって良かったというか、二人にとって良かったのかも……」
　諦めたようなその言い方が昨日の僕と重なった。無理に笑おうとする高橋さんが余計に痛々しく思えた。
　高橋さんの心中は痛いほどにわかる。
　状況は違うけど、自分も同じようなパターンで振られてきているから。
　だからかもしれないが、彼女のことを分かったつもりで、
「間接的に振られるって、案外直接振られるよりも辛いですよね……」
　と、ついそんなことを口走ってしまった。
「友田くんもそういう経験があるの？」
「はい。まぁ、回数で言えば圧倒的に僕のほうが多いかと……」
　とほほ、と僕は苦笑いを浮かべる。
「それって気持ちの整理はつくの？」
「そうですね——時間が解決してくれます。個人差はあると思いますが……」
「そっか……」
「高橋さんは気持ちの整理はつきそうですか？」
「どうだろ？　しばらくはちょっと難しいかも……」
「ですよね……」
「うん——でも、まだ終わってないから」
「え？　今なんて？」
「……ううん。ありがとう。相談に乗ってくれて」
　高橋さんはもう一度丁寧にお辞儀をしてから教室を出て行った。
　彼女の足音が遠ざかるのを確認して、僕は大きくため息を吐く。
　ただ、彼女が最後に残した「まだ終わってないから」という言葉がどうしても引っかかったままだった。

　　◇　◇　◇

「——ということがあってさー」
　恋愛相談室を出た後、僕は情報科学部という活動目的不明の怪しい部活に顔を出していた。
　場所はコンピュータが並ぶ第二ＰＣ室。
　ちなみにうちの学校は情報系に力を入れているので第三ＰＣ室まである。
　べつに僕は部員じゃないけど、部長の彼女にこれまでの一連のことを報告するためだ。
　彼女は特になにか反応してくれるわけでもなく、ただカタカタとキーボードを打っていただけだったが、僕が話し終わると同時に、深いため息を吐きながらエンターキーを叩いた。
「バッカじゃないの？」
　一蹴とはこのことを言うんだろうな。
　部長にしては貫禄のないロリっ娘。
　見た目だけで言うなら小学校高学年から中一くらいにしか見えない。
　これで同級生というのだから驚き。
　そんな彼女の名前は春原杏里——情報提供者の一人である。
　去年同じクラスだったこともあって、クラスが変わった今でもこうして交流がある。
　ちょっと変わったところがあって、口は悪いが根は優しい……はず！
「それって僕のこと？」
「友田以外に誰がいるの？」
「質問を質問で返すのは失礼じゃないかな？」
「じゃ訂正。君、バカ」
「そうはっきりと言われると傷ついちゃうなー」
　僕は苦笑いを浮かべながら頭をポリポリと掻く。
「またそうやって自分の好きな人と別の誰かをくっつけたがる」
「べつにくっつけたがってるわけじゃないよ。それに、好きな人じゃなくて好きだった人。過去形。彼女が僕に声をかけた時点で僕の気持ちは終わってるんだ」
「それって榎本さんに未練があるから『良い人』でいようとしているだけでしょ？」
「未練か……。未練なぁー……」
　未練なんてあるんだろうかと僕は自問する。
　でも、不思議なもので未練らしい未練はない。
　まあ、多少ショックではあるし、ちょっと胸の奥ががズキンと痛むだけ。
　大丈夫。こういう痛みには慣れっ子だ。
「じゃ、榎本さんのこと、本当は好きじゃなかったとか？」
「もちろん好きだったよ」
「どんなところが？」
「えーっと——見た目が可愛いところとか、頑張り屋で誰に対しても優しいところとか……」
「薄っぺら……」
「うるさいなー。たしかにそれだけだと薄っぺらく聞こえるかもしれないけど、彼女には他にも良いところがたくさんあるんだって」
「ふーん」
　春原は興味なさげにまたココアに口をつけた。
「ところで、僕にもココアをいただけないだろうか？　ほら、いちおーお客さんなわけだし」
「いただけない。君は情報科学部の活動を邪魔しにきた部外者だから」
「ちぇー……」
　僕は机に突っ伏した。
　春原の言う通り、僕はバカなのかもしれない。
「良い人」ってやつから脱却しないと、一生彼女なんて作れないのかもなー……。
「……君、ちょっとは高橋さんを見習ったら？」
「え？」
「まだ終わっていないみたいなことを言ったんだよね？」
「ああ、うん」
「じゃ、この後の展開がなんとなく予想できるんだけど」
「この後の展開？」
「あくまで予想の範疇」
「どんな？」
「言わない。これでもいちおー情報科学部の部長だから、不確定なことは」
「活動内容がまったくもって不明瞭な部活だけどね？」
「それは元クラスメイトがちょくちょく邪魔しにくるから」
「変わり者の元クラスメイトが一人でいるのが心配でね」
「余計なお世話！　邪魔するなら帰って！」
「へーい」
　僕はカバンを持ち上げて立ち上がる。
　扉に手をかけると、「そうそう」と後ろから声がした。
「友田、アオハルデストロイヤーズって知ってる？」
「なにそれ？　アニメとかラノベのタイトルかなにか？」
「そ……。知らないなら気にする必要もないと思うけど」
「なにその言い方？　逆に気にしろって言ってない？」
「どうしても知りたかったら『春原さまー、おねげーしますだー』と言いながら地面に額をぐりぐりと擦り付けて」
「ついでにその白くてすべすべの太股をスリスリしろと？」
「そこまで言ってない！　バカ！　変態！　セクハラ親父！」




















　春原は顔を紅潮させ膝上十センチのスカートから伸びる足をギュッと閉じ、手でスカートを抑えた。
　その仕草に思わず可愛いと感じてしまうあたり、僕はすでにセクハラ親父化が進んじゃっているのかもしれない。
　これでもう少し春原が大人っぽい感じだったらどストライクだったんだけどなー……。
　学年も年齢も一緒なのに見た目がロリすぎて僕のストライクゾーンから大きく外れてしまっている。
　まあ、彼女は密かに一部の男子たちから人気を博しているんだけど……。
「じゃ、また来る」
「もう来ないで」
「嫌がる春原の顔を見たくて」
「やっぱ変態……。これからもフられ続ければいいのに」
「あははは……、それはちょっとしんどいかなー……」
　これでも失恋したばっかりなんだよ、と僕は笑いながら第二ＰＣ室を後にした。

　　◇　◇　◇

　昇降口まで来たところで見知った顔に会った。
「あ、河合先輩」
「あー友田くん！　おひさー！」
　彼女は河合凛先輩。前に僕が仲人をした人だ。
　スポーティーなショートカットの超絶美少女。
　明るくて、人当たりも良くて、学年や男女問わず人気がある。
　いかにも運動部って感じだが頭も相当良いらしい。
　この人に欠点があるとすれば僕を好きじゃないことくらいか——いや、それはさすがに危ない思想か。
　とりあえず、こんな素敵な人と一緒にいて好きにならないはずがない。
　そんな彼女のキャッチフレーズはみんな大好き凛先輩。
「あ、なんかイメチェンした？　髪型とか」
「ほらまた適当なこと言って……。ま、先週切りましたけど」
「やっぱしてんじゃん、イメチェン！」
「どうですか？」
「うん、カッコイイと思う！」
　憧れの人に褒められると素直に嬉しい。
「先輩もイメチェンしました？　前は肩ぐらいまでありませんでしたっけ？」
「あ、わかるー？　最近暑くなってきたしちょっと切ったんだー。中学生みたいじゃない？」
　えへへへ、と笑いながらその場でくるりと回って見せた河合先輩。




















　くぅー……可憐だ！
　屈託無く笑うところとかリアクションとか！　この人、男心を掴むのが完璧過ぎるっ！
　……というわけで、もちろんというか、やっぱり僕は以前河合先輩に恋をしていた。
　ただ、もちろんというか、やっぱり彼女にも別に好きな人がいたわけで……。
　うん、過去のこと過去のこと。忘れよう忘れよう……。
　今の僕らは、とりあえず廊下で会ったときにちょっとした挨拶や会話を交わすくらいの関係で収まっている。
「友田くんも今帰り？」
「はい、そうです。僕はいつもの……」
「あ、いつもの恋愛相談？　さっすが恋愛マスターだね。今度は誰のキューピットさんになるのかなー？」
「キューピットって……。なんなら背中に羽を背負って弓でも持ちます？」
「うーん……。想像してみたけど、それはちょっと引くかもー」
「ですよねー」
「ちょっと、可愛いと思ったけどね」
　可愛いって、あんまり男子に対する褒め言葉じゃないよな。
　そりゃまあ、ちょっとは嬉しいけどさ……。
「そーいや河合先輩は今帰りですか？」
「ちょっと友達と話し込んじゃってねー」
　それじゃあ一緒に帰ります？　なんて言えるだけの勇気が出るはずもなく、僕は河合先輩とただ向かい合って他愛ないことを話す。
　これくらいの距離感が心地いい。隣を歩かれたりしたら緊張してまともに話せないだろうから。
「あ、そうそう。ハルっちの依頼を請けてくれたんだってね？」
「ハルっち？」
「あ、ごめん。榎本小晴のこと」
　へえー、榎本さんは河合先輩から「ハルっち」って呼ばれてるんだ？
「あの、もしかして榎本さんに僕を紹介したのって、河合先輩ですか？」
「そうだよー。ハルっちはうちの近所に住んでる幼馴染でさー」
　なにその美少女ばかりのご近所さん、尊すぎる。
　ぜひともあやかりたいんですが——引っ越そうかな？
「恋愛相談に乗ってほしいって言われたから、だったら恋愛マスターの友田くんが一番だってアドバイスしたんだよねー」
「なはははー……」
　僕はまだ誰とも付き合ったことがないんだけどね……。
「にしても一条くんかー。良いとこに目をつけたよねー」
「やっぱり河合先輩もそう思いますか？」
「思うよー。一条くんって地味だけどさ、思いやりがあって、頑張り屋さんってところが良いよねー」
「で、ですよねー……」
　あははー、と笑ってみせたがやっぱりちょっとだけ切ない。
　榎本さんへの未練はないはず——と、そう思いたいだけなのかもしれない。
　春原の言う通り、やっぱりまだ未練がどこかにあるのかもな……。
「なんだか友田くんみたい……」
「え？」
　今僕の名前が出なかったか？
「あ、ううん！　なんでもなーい」
「そ、そうですか？」
「じゃ、わたし塾があるからお先にねー」
「え？　あ、はい。それじゃあ」
「じゃあねー」
　河合先輩は軽く手を振って帰っていった。
　その後ろ姿がまた愛らしくて素敵だ。
　また好きになっちゃいそう。
　……まあ、それはないんだけどね。
　それはそうと、僕は少し可愛先輩に後ろめたさがあったりする。
　実は、僕が以前依頼を請けた河合先輩の恋愛は失敗で終わったんだ。
　河合先輩の一個上の先輩、つまり今大学一回生の先輩に去年告白したんだけど、受験生で勉強に集中したい、ということで断られてしまったらしい。
　それでも河合先輩はまだ諦めていないらしく、彼の行った大学を受験すると人伝手に聞いた。フられてもよっぽど好きなんだろうな、と僕は感心する。
　執着？　固執？　重たい？
　見る人から見ればそうだと思うけど、僕はそうじゃないと思う。
　大好きな人の側にいたい、追いかけたいと思うのは至極当然のことだし、そのために河合先輩が涙ぐましい努力をしていることだって知っている。
　正直、それだけ好かれている大学生の先輩が羨ましい。
　それが自分だったらいいなーとちょっと思ったりも……。
　いかんいかん、終わった恋だった！
　河合先輩に、次もし恋愛相談を持ちかけられたら喜んで協力しよう。
　そして今度こそは成功させてあげるんだ！
　そう固く心に決めて、僕はだんだん小さくなっていく彼女の背中を眺め続けた——と、いつの間にかＬＩＭＥが入っていた。
　あれ？　榎本さん？

『小晴：相談したいことがあるんだけど校舎裏に来てくれない？』

　絵文字もスタンプもないシンプルな文面に一瞬「あれ？」と思ったけど、僕は『了解』とだけ返信し、彼女の待つ校舎裏に向かった。

　　◇　◇　◇

「告白、やめようと思う……」
「は？　え？　なんで？」
　昨日の今日で、いきなりのことに僕は驚いた。
　なんと榎本さんは一条くんへの告白をやめたいと言ってきたんだ。
「いろいろ考えたんだけど、その——一条くんの評判が……」
「評判？」
　僕は必死に頭の中を巡らせた。一条くんにはどこも悪い点がなかったはず。
　彼はとても素敵な人だと思うのだけど……。
「どんな評判なの？」
「これ——」
　榎本さんが見せてきたのは『県立西ノ浦松中学校裏掲示板』というものだった。
「今日の昼くらいかな？　こんなのがクラスのグループＬＩＭＥで回ってきたの……」
　その掲示板に並ぶ文字を読んで僕は思わず目を疑った。
『一条隼人は暴力野郎』
『影で人を殴るサイテーな男』
『器物破損で職員室とかｗ』
『陰キャな女とヤりまくり！』
『女ったらし』
　書き込みは断片的だったけど、どれも一条くんに対する誹謗中傷だった。
　こんな情報はどこからも聞いていないぞ……。
「これ、本当のことかな？　どう思う、友田くん？」
　榎本さんの表情がどんどん曇っていく。
「わからない。でも、確認する必要があるかな？」
「そう、だよね……」
　信じたい、というのは伝わってくる。
　でも、火のないところに煙は立たないって言うしな……。
「僕が本人に会って直接確かめるよ」
「え？　でも……」
「ううん。これはきっとなにかの間違いだよ。きっとなにか理由があると思うんだ」
　大丈夫だから、と不安そうな榎本さんに笑いかける。
　けれど、正直なところ僕も不安だ。
　もしも一条くんが噂通りの人だったら——榎本さんとの仲を取り持つなんてことは到底できない。できたら嘘であってほしい。
「一個だけ確認。もし、一条くんが過去にそういう人だったとして、榎本さんは今の一条くんのことを好きでいられるかい？」
　少し間が空いて「うん」とだけ返ってきた。どうやら榎本さんは迷っているみたいだ。
　恋愛は綺麗事じゃない。過去の遍歴も付いて回る。
　なんせ人の性質は簡単には変わらないからね……。
　僕はもう一度榎本さんに「大丈夫、任せておいて」と言ってから、グラウンドに向かった。

　　◇　◇　◇

　グラウンドではいろんな部活の生徒たちが額に汗して活動していた。
　その一角、サッカー部の活動場所で僕は彼を見つけて声をかけた。
「一条くん！」
　ちょうど一条くんはグラウンドの隅でチームメイトとパス練習をしていた。
「友田くん？」
「ちょっと話があるんだけど——いいかな？」
「あ、ちょっと待って——悪りぃ！　知り合いが来たからちょっと抜けるわ！」
　チームメイトに一言断ってから、一条くんは笑顔で僕の側にやってきた。
　額に汗をかき、練習着はすでにグラウンドの土で汚れている。きっと今日も一生懸命に練習に励んでいたんだろう。
　汗が宝石のように輝いて見えるなぁ。よし、この後眼科に行こう。
「ごめん、いきなり呼んだりして」
「榎本さんの件だろ？　大丈夫だって！」
　そう言ってニカっと笑う一条くんを見ていると、書き込み通りの人とは違う気もする。やっぱりデマだったんじゃないか？　そう思いたくなる。
「あのさ、どうしても聞きたいことがあって」
「なんだ？」
「あ、いや、ちょっとここでは……」
「あ、そっか。そうだよな？　ここじゃ話づらいよな」
　そう言って一条くんが案内してくれたのが、外クラブの部室が並んでいるプレハブ棟。
　屋外に設置されたこの場所は今の時間はだいたい誰もいない。
「で、話って？」
「あ、うん……」
「なんだよ？　焦らすなって」
「そうじゃないんだ。ただ……」
「ただ？」
「非常にデリケートで、聞きにくいことなんだけど……」
「うん？」
　なかなか言い出しにくい。君、中学のときはメチャクチャしてたんだって？　なんて、こんな爽やかイケメンに聞ける訳もなく、僕は言葉を探した。
　その様子を見ていた一条くんはなにかを察したように声を潜めた。
「もしかして榎本さん、俺と付き合うの、やっぱやめるって？」
「あ、いや……」
　うっ、鋭い……。
　たしかにその通りなんだけど、聞きたいのはそうじゃなくて……。
「俺、なんかしたかなぁ……」
　過去にな、とも言えず、僕は相変わらず突っ立ったまま言葉を探し続けた。
「そっかー、やっぱりダメだったか……」
「そうじゃないよ！　ただ、ちょっと一条くんの過去の恋愛遍歴が聞きたくてっ！」
「え？　俺の恋愛遍歴？」
「そ！　榎本さんがどうしても中学時代の一条くんのことを知りたいって言っててさ！」
　とっさに出たのはそんな言葉だった。いちおう嘘は吐いてないよね？
「過去って言われても、誰とも付き合ったことがないし……」
　それは、付き合わない代わりにヤレる女とヤリまくったってことですか？
　……いかんいかん、どうしてもイメージが先行してしまうな。
「好きだった人とかいないの？」
「好きだった人？　それはまぁ——いたにはいたけど……」
「え？」
「ダメ。フられちまった」
　一条くんは頭をガシガシと掻きながら苦笑いを浮かべる。
「え、そうなの？」
「ま、仕方ないっちゃ仕方ないけど……」
「なんで？」
「嫌われるようなこと、しちゃったからなー……」
　嫌われるようなこと？　仕方ない？　どんなことがあったんだ？
「差し支えなければ教えてほしいんだけど……」
「ま、友田くんだから信用して言おうかな……実は——」
　一条くんはひとしきり言った後、僕と挨拶を交わし、またあの少年のような屈託のない笑顔を浮かべて去って行った。
　ただ、僕はその場で呆然と立ち尽くし、しばらく動けずにいた。

　　◇　◇　◇

　僕は悩みに悩んでいた。
　一条くんのことをどう榎本さんに伝えるべきか。
　歩きながら考えたら答えは見つかるかもしれないと思ったけど、そんなにあっさりと答えが出るほど簡単じゃなさそうだ。
「あ、友田くん。どうだった？」
　榎本さんは校舎裏で壁に背を預けて待っていた。
　かれこれ三十分以上待たせていたから申し訳ない。
　彼女を先に帰しておいて、あとでＬＩＭＥを送れば良かったのかもしれない——いや、ＬＩＭＥなんかじゃダメだ。この件はしっかりと顔を合わせて話すべきだと思う。
「榎本さん——ごめん、遅くなって」
「いいの。それより、一条くんは？」
　まだ頭の中が整理できていない。
　でも、こんな切ない表情を見せられたら言うしかないよな……。
「噂通りの人じゃなかった——ううん、逆に僕は心から一条くんを尊敬した——」

　僕は一条くんから聞いた話を淡々と話した。
　一条くんの通っていた西ノ浦松中学校ではいじめが流行っていたらしい。
　中三のある日、自分の好きだった女の子がいじめっ子の標的になってしまった。
それまでいじめがあったことに無関心だった一条くんだったけど、さすがに見過ごせないと思い、一人でいじめっ子たちと対峙した。
　はじめは注意のつもりだった。
　でも、それが暴力沙汰に発展してしまったそうだ。
　一条くんは大好きな女子の前でいじめっ子たちをボコボコにしてしまったらしい。
　そのせいで部活をクビになっただけでなく、好きだったその子にも怖いと思われてしまったんだとか……。
『ヒーローとか白馬の王子様とか——もとからそんなものになりたいわけじゃなかったんだけどな……』
　そう話してくれた一条くんの寂しそうな笑顔が胸にこたえた。

「そっか、やっぱり……。良かった。あんな噂、ちょっとでも信じた自分がバカだったよ」
　榎本さんは安心した表情を見せた。
　けれど、僕は彼女に告げなければならない。
「榎本さん。明日の告白は中止にしようか？」
「え？　なんで？」
「理由は——言えない。でも、もう少し待ってほしいんだ」
「どうして？　なんで言えないの？」
「一条くんの気持ちの整理もあると思うから……」
　そう言うと、榎本さんは何かを察したように視線を落とした。
「わたし、最低だよね……」
「噂を信じたこと？」
「一条くんを信じられなかったこと……」
「ううん。そのことは榎本さんはなにも悪くないよ。誰だってあんな書き込みを見たら疑っちゃうし——」
「違うの。友田くんに言われたことを思い出して……。過去とは関係なく、今の一条くんを好きでいられるかって——わたし、ためらっちゃった……」
　僕は首を横に振った。
「僕の聞き方がずるかったんだ。迷わせるようなことを言ったりして——ごめん……」
「ううん！　友田くんは悪くないよっ！　むしろわたしのほうがごめんなさい。間に立ってもらってるのに……」
　お互い頭を下げ合う。
　でも、謝ったところで解決しない問題もある。
　僕は一つ、彼女に嘘を吐いてしまった。
　実際、告白を待ってもらいたいというのは、一条くんの気持ちではなく僕の気持ちのほうが強かったから。
「とりあえず、告白は待ってほしい」
「わかった」
「そっか——それは、良かった」
「どうしたの？」
　心配そうな榎本さんの顔が近づいてくる。嫌になるほど可愛い。
　これで彼女が僕の嫌いなタイプの人だったら、僕はどれだけ救われただろう。
「ううん、大丈夫」
　そう言って僕は笑顔を作った。
　榎本さんと別れた後、僕は黄昏時の空を見上げた。
　あーあ、なんでこんなことやってんだろうな、僕……。
　悲しいのか、悔しいのか、腹が立っているのか——自分でもよくわからない。
　ただ、モヤモヤとしたものが胸の内で混ざり合って、僕の胸の奥をギュッと握りしめていた。

　　◇　◇　◇

　家に帰ると、僕はすぐにソファーに寝そべった。
　今日は本当に疲れた。
　まだ胸の中でモヤモヤとしたものが渦巻いている。
　その気持ち悪さが胃にきてるらしく、今日はなにも食べられる気がしない。
　僕は学校から一駅離れたアパートで一人暮らしをしている。
　物心ついたころから母親と呼べる人はいなかったし、父さんは仕事でしょっちゅう海外に行っているから一人暮らしを余儀なくされていた。
　それはそれで気ままでいいのだけれど、今みたいにしんどいときに相談できる人が近くにいないというのが辛い。
　いたとして、相談できるかどうかはべつとして……。
　そうしてソファーの上でゴロゴロとして一時間が経ったころ、
　——ピンポーン
　と、インターホンが鳴った。
　なにかの勧誘かもしれないので、僕はひっそりとドアまで近づいてのぞき穴を見る。そして大きくため息を吐いた。
「おーい、帰ってるんだろー？　お姉さんがやってきたぞー！」
　ドア越しに無駄にデカい声。
　今、誰かと会って話す気分じゃないんだけどな……。
　特にこの人とは、と思いながら扉を開ける。
「よ、サッくん！　セクスィーＪＤ見参！」
「……なんでしょうか吉川さん？」
　無駄に元気なこの人の名前は吉川日向子。
　一つ隣に住む大学生だ。今年三回生になったばかり。
　容姿は茶髪で派手。グラビアアイドルかってくらいスタイルが良くて綺麗な人だけど——ちょっとどころかだいぶ残念な人だ。
　例えば——
「ガス代滞納しちゃってさー、お湯が出ないからお風呂貸してー！　いいのー？　ありがとう！」
　とまぁこんな感じで。
　ズボラと傍若無人を足して二を掛けた感じだ。
　見てくれはいいんだけどね、見てくれは……。
　吉川さんは玄関で乱雑にスリッパを脱ぐと、ずかずかと家の中に入ってきた。
「僕はいいともダメとも言ってないんですが——というより、滞納する前にお酒やめたほうがいいんじゃないですか——って、うっ……酒臭っ！　またそんなに飲んでー……」
「にゃははー！　今日は大学が休みだったのらー！」
　いきなり絡まれて面倒臭い。
　そして、大きな胸が柔らかい——って、そうじゃなくて！
「この酔っ払いめ！　未成年に絡まないでください！」
「へっへー、本当はこんなセクスィーなお姉さんに抱きつかれて喜んでるくせにー！　このこのー！」
「コラ！　この酒乱痴女めっ！」
「ねぇねぇ、お風呂貸してってば貸してー！」
「わ、か、り、ましたから、離れてください！」
「はい言質とりましたー——おっ！　相変わらず部屋がキレーだねー！」
　こんな感じで週に三回は自分の家のようにずかずかと入ってくる酒乱痴女もとい吉川さん。
　これで法学部だというのだから、日本の行く末がどうなっていくのか非常に不安だ。
「あ、着替え忘れた——ま、いっか」
「よくないからっ！　着替えとってきてください！」
「だったら貸してよー！　エプロンとかでいいからさ！」
　彼女は僕をなんだと思っているんだろう？
　とりあえずエプロンのくだりは無視しておくか……。
「吉川さんに貸せる服は——ってコラ！　いきなり脱ぐなー！　脱衣所に行けー！」
「あ、そだ。わたしの脱ぎたてパンツほしい？」
「いりません！」
「ほら、新鮮だし食べるかと思って」
「食べないわっ！　どんな変態グルメ野郎だっ！」
「にゃはははー！　じゃ、お風呂一緒に入る？」
「もちろん入りません！」
「えー？　この潔癖童貞めー」
「誰が潔癖童貞だっ！」
　たしかに童貞だけれども……。
　僕はげんなりとしながらまたソファーに寝転ぶ。
　そのうちシャワーの音が聞こえてきた。
　あれでもうちょっと性格が良かったらどストライクなんだけど……。
　僕はそっと脱衣所に洗ったばかりのスウェットを置いておく。
　なんでこんなことしてるんだろうな、とつくづく思いながら。

　　◇　◇　◇

「にゃははー！　しゅっきりー！」
「そりゃよかった。それじゃあお帰りを——ってうおっ！」
　風呂上がりの吉川さんはなぜか僕の置いたスウェットじゃなく、洗濯カゴに放り込んでおいたはずの僕のワイシャツを一枚だけ羽織っていた。
　第二ボタンまで開かれた胸元からは深い谷間が強調されている。
　胸元がきついせいなのか、あえて扇情的な格好をチョイスしているのかはわからないけど、お年頃の高二男子にはちょいと刺激が強すぎる気が……。
「あなた、なんつー格好を……。あとそれ僕のシャツ……」
「借りたー。スウェットは洗ったばっかりっぽかったから勿体無いし」
「そういう配慮はいいんで、もううちに来ないでください」
「にゃははー！　本当はこんな美人なお姉さんが来てくれて嬉しいくせにー。このこのー！」
「コラ！　その格好で抱きつくな！　はだけるでしょうが！」
　すでにはだけていて黒い下着が見え見えなんですがね……。
「えー！　サッくんに見られるのはべつにいいもーん」
「そういうのは彼氏にしてください！」
「うにゃあー！」
　吉川さんをぐいっと引っぺがして、僕はテーブルの対面に座り直す。
　まったく……酒が入ると甘え上戸になるところもなんとかしてほしい。
　このままだと僕の貞操が……。




















「ビールなかったっけ？」
「ありませんよ。僕、高校生ですから」
「そうだったねー。じゃ、うちから持ってくるー」
　吉川さんはシャツ一枚のまま玄関のほうへと向かう。
「いやいや、だからその格好で——って聞いてないし」
　少しして吉川さんがどたどたと戻ってきた。
「ただいまー」
「お帰りください」
「そこはおかえりーじゃん？　つれないなーサッくんはー」
　えいえいと僕の頬っぺたを指で押す吉川さん。
　まったく、人の気も知らないで……。
「で、今日のサッくんはどうしたんだい？　いつもより不機嫌じゃあないかー」
　プシュッと缶ビールのプルタブを開けた吉川さんは、これまた自分の家かのようにどっとソファーに腰を下ろした。
「年上超絶美女のお姉さんが聞いて差し上げよー」
「いや、大丈夫なんで。マジでほっといてください」
「ほっとけないよー。お隣さんだしー」
「その心配ができるんだったらお隣さんに迷惑をかけるのはやめてください！」
「えー！　かけてないじゃーん！　ごほーびじゃーん！」
　そのご褒美とやらが僕にとっては刺激が強すぎるんだって。こちとらお年頃ですぞ！
「で、で、で。なにがあったんだねサッくん！　いろいろな意味で経験豊富なお姉さんに話したまえー！」
「なんですか、いろいろな意味って？」
「聞きたい？　ねえ？　聞きたい？」
「いや、きっとロクなことじゃないんだろうと察しがつくんでやめておきます」
「で、なにがあったのかね？」
「吉川さんに話すほどのことでもないんですが——」
　僕は学校であった一連のできごとをある程度かいつまんで吉川さんに話した。
　吉川さんは僕の恋愛遍歴や学校で仲人みたいなことをしてることなんかをある程度知っている。
　その上で、ごくごくたまに（針に糸を通すほどのわずかさだけど）、年上として適切なアドバイスをしてくれる。
「——てなことが、ありました」
「ほうほう。それはそれは、君もまーた厄介な女の子を好きになっちゃったもんだねー」
「いやいや、厄介ってほどでは……」
「そうかなー？　わたしだったらそんな面倒臭い女の子と友達になれないなー」
「面倒臭い？　とても良い子だと思うんですが……」
「まあ、サッくんが良いって言うなら良いのかもだけどーなんだかなー？」
　なんか棘のある言い方だなぁ……。
「それで、この後のことはどうするの？」
「考え中です」
「面倒くさいことにならなきゃいいけどなー……」
「もうすでに面倒くさい感はあるので……。ま、ここまで来たら最後までやりますよ」
「あそう？　ちょっと心配だけど、お姉さんはいつだってサッくんの味方だからねー」
「うわー、うれしー」
「なぜ棒読みだ！　このー！」
　その後吉川さんが酔い潰れて眠るまでひたすらじゃれつかれたけど、僕は明日からのことが気になって頭から離れなかった。

　　◇　◇　◇

　いろいろ悩んだあとの翌日、四月二十二日。
　僕は昼休みに榎本さんを人気のない理科準備室に呼び出した。
　僕としては今一番会いたくない人ではあるんだけどね。
　ただ、ＬＩＭＥで済ますわけにもいかないような気がして、僕は直接榎本さんに伝えることにした。
「告白の件だけど、明日の放課後でセッティングしようと思ってね」
「え？　あ、明日？」
　急なことだったようで驚いているらしい。ただ、もうすでに一条くんには声をかけているので、これ以上先延ばしにはできないことを伝えた。
「なにか都合悪い？」
「ううん！　そんなことない！　頑張ってみる！」
　自分を奮い立たせるように、榎本さんはガッツポーズをとる。その仕草がいちいち可愛くて、僕は少しはにかんだ。
「やっぱり緊張する？」
「そりゃそうだよー。あー緊張するー……」
「それじゃあ、肝心の依頼料だけど……」
「えっ？　今更だけどお金取るのっ！」
　榎本さんはクリクリの目をさらに大きく見開いた。
　僕も言い方が悪かったと慌てて訂正する。
「あ、いや、依頼料というかさ、どうして一条くんを好きになったのか教えてくれないかな？　あ、これ、僕の中のルールみたいなもんなんだ。どうしたら人に好きになってもらえるのかなって、後学のために……」
　なんせ人から好かれたことなんて一度もないしねー……。
「そうなんだ？　あ、えっと——ちょっと話すの、恥ずかしいなー……」
　そう言いながらも榎本さんはまんざらでもなさそうだ。
　耳まで真っ赤になっている榎本さんだったが、コホンと一つ咳払いをするとゆっくりと話しはじめる。
「きっかけは、ほんと単純だったと思う。一年のとき席順が前後だったの。ほら、わたしエノモトで、イチジョウくんでしょ？　クラスで席替えをするまで、わたしの前にずっとあの大きな背中があったの。あ、でも、そのときは背中が大っきいなーって感じで、なんとも思わなかったかな……。あんまりしゃべる機会もなかったけど、一年の終わりくらい？　ちょっと嫌なことがあってねー……」
「嫌なこと？」
　なにかを思い出して、榎本さんは表情を曇らせた。
「うん……。一年の終わりに一つ上の先輩に俺と付き合ってくれってしつこく迫られてたんだ……。ずっと断ってたんだけど、ほんとにしつこくって……。そうしたらある日、無理やり軽音楽部の部室に連れ込まれて——危なかったんだけど、そこに一条くんが現れてさ、ほんとヒーローみたいにわたしを助けてくれて！　ほんとカッコよくって……」
　ポッと顔を赤らめる榎本さんは、完全に恋する乙女の表情をしていた。
　なるほど、そういう経緯があったのか……。軽音楽部……なるほど、じゃああの先輩くらいしか思い当たらないな……。
　それにしても——
「ヒーローか……」
　僕は思わずポツリとつぶやいてしまった。
「どうしたの？」
「え？　あ、ううん！　なんでもない。いやー、一条くん、ほんとヒーローみたいだよね？　……それより、そのあとすぐに告白しなかったんだね？」
「あ、うん……。わたしもあのときは驚いたのと怖かったのとでただただ泣くばっかりで……。それからなんのアクションも起こせなくって、そのままクラスが変わって進級しちゃったって感じ……」
「そっか。で、今になって告白する勇気が出てきたんだね？」
「うん……」
　榎本さんはまた顔を赤らめた。
「それで、友田くんにお願いがあるんだけど……」
「お願い？　なに？」
「場所、この間と同じように屋上だよね？　その、良かったら……」
　榎本さんはもじもじと上目遣いで僕を見た。
　僕は空気を読むのが得意——というか、経験則から言えば彼女の言いたいことがなんとなく察しがつく。
「ああ、なるほど。途中まで一緒についていけばいいんだね？」
「うん！　お願いできる？　あ、でも、扉の前まででいいからね！」
「わかった。じゃあ、階段で待ち合わせて一緒に行こうか」
「うん！　なにからなにまでありがとう！　ほんと友田くんっていい人だよね！」
　榎本さんのとびきりの笑顔を向けられて、僕は心臓を鷲掴みにされたような気分になった。
　それから、榎本さんと別れた僕は、自分の教室とは反対のほうに向かった。
　僕にはもう一人会わないといけない人がいる……。
　このあとのことを想像すると、足が震える。吐きそうだ。
　まったく——僕はいったいなにをしているんだろう？
　自分のために一歩も踏み出すことができないくせに、他人のためにこうして一歩踏み出している　自分は、もうどこか壊れているのかもしれない。

　　◇　◇　◇

　翌日の四月二十三日の放課後、僕と榎本さんは屋上に続く階段の前で待ち合わせた。
　榎本さんは五分くらい遅れてきた。身だしなみを気にしてトイレに行っていたらしいが、たとえ寝癖がハネていたとしても榎本さんは可愛いと思う。
「さ、じゃあ心の準備はいい？」
「う、うん……」
　僕らはゆっくりと階段を上がり、屋上前の鉄扉のところまで来た——と、鉄扉は少しだけ開かれており、扉の向こうから誰かが話す声が聞こえてきた。
「……ね、ねえ？　屋上にいるのって、一条くんだよね？」
「あ、うん……たぶん。あ、でも、もう一人いるみたいだね？」
　話し声は一条くんともう一人、女子の声だ。
　それも、僕の知っている人の声……。
　たまらず榎本さんは鉄扉に近づいて覗きこむ。
　やめろ、行くな！
　心の中で彼女を引き止めたけど、僕の身体は完全に固まってしまって動かないし声も出ない。
「っ……！」
　榎本さんは口を押さえたまま後ずさった。
　どうやらなにかを見てしまったらしい。
　小刻みに震えていた榎本さんだったが、急に踵を返すと無言のまま僕の横を駆け抜けていった。
　そりゃ、そうだよな……。
　……だって、扉の向こうで、榎本さんの大好きな人、一条くんと高橋花音が抱き合っていたのだから。

　　◇　◇　◇

　昨日、僕は榎本さんと別れたあと、一人図書室に向かった——高橋花音に会うために。
　彼女は図書委員で、放課後はいつも図書室にいることを僕は知っていた。
　図書室の前で大きく深呼吸をして扉を開ける。
　図書室に入ると、彼女は一人だけカウンターにちょこんと座って静かに本を読んでいた。
　僕と目が合うなり、彼女のその大きな目が見開かれる。
「こんにちは、高橋さん」
「と、友田くん？」
「実は、高橋さんに用があって」
「わたしに？　なに？」
　高橋さんはそう言うと読みかけていた本の間に栞を挟んで閉じた。
　それにしてもドストエフスキーの『罪と罰』か。ずいぶんとハードなのを読んでるんだな……。
「実は、一条くんへの告白の予定が決まったんだ」
「そう……」
　胸のあたりできゅっと手を握る高橋さんは、どこか苦しそうな表情を見せた。
「わざわざそのことを伝えに来たの？」
「高橋さんに、ちょっと聞きたいことがあってね」
「わたしに、聞きたいこと？」
「うん。どうして、中学時代に一条くんをフったの？」
「っ……！」
　まさか中学時代のことを僕が出すとは思っていなかったようで、高橋さんは驚いて固まった。
「実は一条くんから聞いたんだ。——これ、この書き込みの件」
　僕はポケットからスマホを取り出し、例の裏サイトを開いて見せた。
「僕は過去のことはあまり気にしていないんだ。過去にどんな遍歴があっても、今とこれからが大　事だと思うから。でも、この誹謗中傷はちょっとどうかなって思って調べてみたんだ」
　僕はスマホを再びポケットにしまいながら固まっている高橋さんをまっすぐに見た。
「一条くんがこんな中傷を受けることになったのは、彼が一人の女の子を助けたからなんだ」
「……」
「これもある筋から聞いたんだけど、西ノ浦松中学校でいじめに遭っていた女の子がいた。その女の子を助けた一条くんは、今度は逆にいじめてたやつらから目をつけられる羽目になって、ネットにこんな感じでひどい書き込みをされたんだって……」
　僕は近くの椅子に腰掛けた。
「それからこれも聞いた話なんだけど、助けた女の子に告白をしたけどフられちゃったんだって。その言葉が今でもたまに思い出しちゃうそうだよ？　たしか——」
「——わたしに近寄らないで、そう、言ったの……」
　高橋さんは今にも泣きそうな顔になっていた。
「あのころ、わたしは中三のときクラスでいじめに遭っていた。詳しくは言いたくないし、思い出したくもない……。でも、いじめはだんだんエスカレートしていって、わたしはもうダメだと思ったの……」
「そこに一条くんが現れた」
「そう……。当時彼は隣のクラスで、二年のとき一緒だったんだけど、スポーツはできるけどお調子者で、思慮が浅くて……。でも、わたしがいじめられていると知ったのか、ある日わたしがいじめられている最中に彼がうちのクラスにやってきた——」

『——やめろっ！　お前ら恥ずかしくねぇのかっ！』

「——彼は、いじめの主犯格だった男の子に掴みかかって大怪我をさせてしまったの。それから、わたしに対するいじめはぴたりと止んで、代わりに彼が——」
「標的になっちゃったんだね？」
「わたしのせいで……」
「ううん、それは違うよ。一条くんのせいでも、高橋さんのせいなんかじゃない——悪いのはいじめを始めた卑劣な連中さ」
「だとしても、彼はわたしをかばってそうなっちゃったんだし——わたしが悪いの……」
　高橋さんはいよいよ泣き出してしまった。
　僕はそれをただ黙って見ているしかない。
　彼女に優しい言葉をかけるのは——いや、かけてほしい相手は僕じゃないのだから。
「一条くんに告白したいって気持ちは、罪の意識から？」
「そうじゃない！　わたしはただ、わたしの本当の気持ちを伝えたくて！」
「そっか……。じゃあ、なんで今？　この高校に入学したことはお互いに知っていたわけだし、タイミングはいくらでもあったんじゃないかな？」
「タイミングはあっても、わたし、ひどいことを彼に言っちゃったから……」
「言い出しづらかった、か……」
　それでいよいよ僕のところに来たのか……。
「でも、やっぱりごめん。ルールを曲げることはできないから」
「そう……」
　こればっかりはどうしても譲ることができない。
　好きになった順番は高橋さんの方が早いかもしれない。
　けれど、僕は依頼主である榎本さんを裏切ることもできない。
　じゃあ、どうしてこんなところに来たのかって？
「告白は明日の放課後だから。いい？　明日の放課後、屋上だからね？」
　僕は念を押すように言った。
　僕の意図を察してくれたのか、高橋さんの目がまた大きく見開かれた。
「友田くん、どうして——」
「ルールは曲げられない。でも、想いも曲げられない。僕も自分で自分がどうしたいのかわからなくなったんだ……」
　それだけ言って、僕はそのまま図書室を後にした。

　　◇　◇　◇

　僕は昨日のことを思い出しながら、屋上で抱きしめ合う一条くんと高橋さんを見ていた。
　結果的に、僕のしたことは榎本さんを裏切ることになってしまったのかもしれない。
　胃がキリキリと痛む。
　僕は榎本さんを追うこともなく、ただそっと階段を降りる。
　荷物を取りに教室に戻った。他のクラスメイトたちは部活に行くか帰宅したらしく、教室には僕しかいない。
　机の中から教科書類を取り出し、カバンに入れる——と、後ろの方で扉が開く音がした。
「榎本さん……」
「友田くん——あれ、どういうこと？」
　泣いた跡が痛々しく残る真っ赤な目で榎本さんは僕をキッと睨んだ。
「あれも全部、君の仕掛け？」
「ううん……。僕は——いや、予定通りに物事が進んでいたんだけど、イレギュラーなことが起きちゃったみたい、だね……」
「あれって五組の高橋さんだよね？　知ってたの？　高橋さんが一条くんのことを好きだったって……」
　ここまできて嘘は吐けないよな……。
「……知ってたよ。榎本さんの依頼を受けたあと、高橋さんが僕のところにきたから」
「じゃあ、裏切ったの？　高橋さんの告白を優先させた？」
「違う、とは言い切れない——」
「ひどいっ！　わたしのこと、協力する振りをして陰で笑ってたんだ！︎」
「それは違うよ、違う！　僕の話を聞いて——」
「聞きたくないっ！」
　榎本さんは俯いた。
　そして、嗚咽の混じった声でポツリ、ポツリと話し出した。
「ひどい、ひどいよ……。友田くん、そんな、信じてたのに……。友田くんにお願いしたら、一条くんと、ぜったい……うまくいくって……」
「僕は……——」
　それ以上何も言えなかった。
　心のどこかで、昨日高橋さんに会ったことを引け目に感じていたから……。
　高橋さんは今日の放課後に「早い者勝ち」で勝った。
　僕らよりも一足先に屋上に行き、一条くんへの告白を済ませた。
　もし僕が高橋さんに会わなかったら——と、激しい後悔が押し寄せてくる。
「ひどい言い方をしてごめん……でも、二度と友田くんには頼まない……」
　それだけ言うと、榎本さんはよろよろと教室を出て行った。









第二章　「偉大であるとは、誤解されることなのだ」…だそうです


　四月二十四日、曇り。
　僕の生活に大きな変化が起きたのは榎本さんの依頼が終わった翌日のことだった。
　いつものように自称親友の哲太と登校していると、なにやら周囲の視線を感じた。
　まあ、哲太はイケメンなのでこういうことはちょくちょくあるんだけど、今日視線が向けられているのは僕の方——まさかモテ期到来？
「ね、ねえ、あの人……」
「ああ、例の……」
「ひどいよねー……」
「い、行こっ……」
　……どうやらモテ期ではなさそうだ——うん、わかってた。
　おおよそ理由は判明している。
　榎本さんを傷つけた件が早速広まっているのかもしれないな……。
「んー？　なんか嫌な雰囲気だな？」
　空気を察した哲太が声をひそめた。
「そうだね……」
「まさか、さっきお前が話してた昨日の一件のせいか？」
「たぶん……」
「ま、気にすんな。べつにお前が悪いわけじゃねぇし」
「いや、僕がそもそも高橋さんに放課後の告白のことを言わなかったら良かったんだ……」
「俺がお前と同じ立場だったら——って、やっぱ言わねぇわ。言ったら変にこじれる可能性があるからなー。現にこうなっちまったし」
「だよね……。僕もどうかしてた……」
「ま、おおかた榎本小晴ちゃんを悲しませたひどい男って噂が流れてんじゃね？」
「うっ……」
　後悔と罪悪感がギュッと胃のあたりを締め付ける。
　情に流されたのは否めない。
　その結果、僕は自分で決めたルールの抜け穴を高橋さんに教えてしまったんだ。
　そのせいで榎本さんを傷つけてしまったんだけど……。
　実際、一条くんも、榎本さんも、高橋さんも悪くない。
　悪いのは、変に立ち回って余計なことをしてしまった僕。
　周囲に冷たい視線を浴びせられるのも仕方のないことなんだろう。
「作太郎——今、仕方がないって思ってるよな？」
「なんでわかるのさ？」
「んー？　お前の顔見てたらなんとなく。だけどよ……」
　哲太は顎に手を置いてなにかを考えていた。
「どうしたんだよ？」
「ん、いや……。俺の思い過ごしだったらいいんだけどよー……」
「思い過ごし？　なにが？」
「榎本が見たっていう一条くんの悪口が書かれた裏サイト、タイミングが良さすぎねぇか？」
「どういうこと？」
「榎本が一条くんに告白する直前だったんだろ？　なら、誰かがその裏サイトを意図的にクラスのグループラインで回したって可能性はねぇか？」
「告白を阻止するために？　まさか……」
　でも、哲太の言い分ももっともだった。
　たしかにタイミングが良さすぎる——榎本さんが告白することを事前に知った誰かが、意図的にあの情報を流した可能性がある。
　なんのために？
　いや、わかりきっている——一条くんと榎本さんを付き合わせないためだ。
「それともう一個。昨日の今日で関係ねぇ連中が噂を知るのが早すぎはしねぇか？　俺だってついさっきお前から聞いて知ったんだぜ？　なんで朝っぱらからこんなに避けられてんだ？」
　僕が周囲を見回すと、数人の生徒がパッと視線を外して早歩きで行ってしまった。
　たしかに変だ。
　告白の妨害とも言える裏サイト……。
　昨日の今日で広まっている僕の悪い噂……。
　そのとき僕は春原がＰＣ室でつぶやいた言葉を思い出した。
「アオハルデストロイヤーズ……」
「なんだそりゃ？」
　哲太は怪訝そうな顔で僕を見た。
「哲太、お願いがあるんだけど……」
「おう？　何だよ珍しいな？　金ならないぞ？」
「違うって。それで、お願いしたいことなんだけど——」

　　◇　◇　◇

　昇降口で哲太と別れたあと、僕は教室へと向かった。
　一人で教室に向かうと、余計に周囲の視線が僕に向けられているのを感じる。
「おい、来たぜ……」
「ひどいよねー……」
「腐ってる……」
　やっぱり僕のことのようだ。気にするな、というほうが無理があるよね、これ……。
　ため息まじりに教室の扉を開けると、一斉に視線が僕に向く。
　そして、またひそひそとなにかを話す声。
　僕は「おはよう」と何人かに挨拶すると、気まずそうに、
「よ、よお……」
「おはよ……」
　と言って離れていくクラスメイトたち。
　昨日までは仲が良かったのに——さすがに傷つくなー……。
　ホームルームが終わり、授業が始まる。
　授業中は視線が自分に向かないから気が楽だった。

　　◇　◇　◇

　昼休み、僕は第二ＰＣ室の扉を開けた。
「たのもー」
　部屋の奥の方で小さな影がビクリと動いた。
「来たな人でなし……」
　冷たくそう言い放ったのは春原。
　まだ昼食の途中だったらしい。
　僕は「人でなし」と言われたことに多少傷つきながらも春原のそばに寄っていく。
「今日もＰＣの前でボッチ飯？」
　いつものように軽口を叩きながら春原のそばに座る。
「ぼ、ボッチじゃない！」
「たしかにそうだね？　今は僕と二人きりだし」
「キショ……。早く出てってくれる？」
「ツレないこと言うなよ。教室に居場所がなくて避難してきたんだ」
「そんなの自業自得でしょ？　榎本さんにひどいことしたんだし……」
「やっぱ春原も知ってたかー。さすが情報科学部！　情報が早いねー」
「バカにしにきたの？」
「あー、いや、どちらかと言えば協力を求めにきたんだ」
「協力？　人でなしに協力するつもりはない」
「だから人でなしって……」
　僕がわざとらしく落ち込んだ振りをすると、春原は僕の臭い演技を見て「はぁー」とため息を吐いた。
「だって人でなしでしょ？　榎本さんをわざと失恋させて自分のものにしようなんて……」
　……はい？
「ストーーーップ！　え？　わざと失恋させる？　自分のものに？　なんのこと？」
「しらばっくれてもダメ。君の魂胆なんて見え見えなんだから」
「魂胆って……。それで、いったいどんな噂が回ってるの？」
「自分の噂くらい自分で知っておいたら？」
「けっこうハードル高いよそれ……」

　なんだかんだで春原に聞いた僕の噂はこうだ。
　端的に言えば——僕は榎本さんを手に入れようとした下劣なやつという噂らしい。
　告白の協力者として榎本さんに近づく。
　その後、一条くんと高橋さんをくっつけてから、心傷の榎本さんを慰めて取り入るつもりだった、という筋書きとのことだった。

「僕ってけっこうやり手のスケコマシだったんだね？」
「確信犯……」
「いやいや、さすがにそこまでは考えが及ばなかったな……」
　ポリポリと鼻の頭を掻いた。
「そもそも、そこまで頭の回るやつだったら、僕はとっくに彼女の一人でも作れてるっつーの」
「うっ……たしかに……」
「いや、そこで納得されると僕も複雑な気分なんだけど……」
「やっぱり、ただの噂？」
「ただの噂だよ。それも、僕への悪意を含んだね……」
　春原はなにかを考えたあと、ゆっくりと口を開いた。
「裏で『アオハルデストロイヤーズ』が動いているのかも……」
「そう言えば前にもそんなこと言ってたよね？　なんだよ、その『アオハルデストロイヤーズ』って？　——教えてください春原様！　おねげーしますだ！」
　そう言いながら、僕は床に額を擦り付けた。
　ついでにスカートの中を覗こうとして踵で踏みつけられたのだけれど……。
「これを見て——」
　春原はブラウザを起動させ、検索エンジンで僕らの通う学園の名前と一緒に『アオハルデストロイヤーズ』と打ち込んだ。
「これって、学校裏サイト？」
「ただの裏サイトじゃない」
　ページタイトルはシンプルに『アオハルデストロイヤーズ』とだけ書かれていて、なんの変哲も無いただ真っ黒な背景に薄っすらと髑髏が浮かび上がっている。
　そして赤い文字でいくつか説明の文字が書いてあった。
「えっと、カップルを別れさせる……告白の未然阻止……。うーわっ、悪趣味だね……」
　説明書きはそれだけだった。そしてその下にテキストを打ち込むボックスが二つ、対象Ａと対象Ｂ。学年は高一〜三と選択できるようになっている仕様だ。
「この対象ＡとＢってところに名前を打ち込むみたいだね。試しに僕らの名前を書き込んでみようか？」
「すごく迷惑」
「あそう？　で、誰かがここに一条くんと榎本さんの名前を書き込んだってこと？」
「その可能性はある」
「でも、いったい誰がこのサイトを運営しているんだろう？」
「わからない……」
　春原からマウスを借りて操作してみたけど、最下部までスクロールしても他にページやリンクはない。管理者が誰なのかも不明だ。
　誰が、いったい何の目的でこんな悪趣味なサイトを作ったのか……。
　いや、わかりきっているか。
　アオハルしてる誰かさんを妬んだ誰かが面白半分で作ったサイトなんだろうな。
「ところで春原はどうしてこのサイトを知っているの？」
「卒業した先輩から聞いた。それと、これ——」
　春原はブラウザの上部にあるＵＲＬの一番後ろに「member/」と打ち込んでエンターキーを押した。
　すると画面が切り替わり、ユーザー名とパスワードを打ち込むだけのシンプルな画面に切り替わった。
「これも先輩から聞いた。パスワードはわからない」
「なるほど……。じゃあ、会員だけがここからアクセスして、誰がターゲットかを知るってわけか……。会員は何人いるんだろう？」
「それもわからない。先輩の話だと、数十人から数百人はいるみたい」
「数百人って……」
　僕はぞっとした。そんなに沢山の人が他人の青春を妬んだり羨んでいたり破滅する工作をしているなんて……。
　ただ、数百人は大げさだけど、こういうのは集団心理をついている気がする。
　面白半分でこのサイトの会員になっている人もいるかもしれない。
　そして彼らのうちの誰かがグループＬＩＭＥで一条くんの情報を流したり、僕の良くない噂を流したんだろう。
「でも、納得はいかないな。一条くんと榎本さんの件はわかるけど、どうして僕が吊るし上げられたんだろう？」
「それは——恋愛マスターだから」
「おいおい、僕はまだ誰とも付き合ったことなんてないぞ？」
「ううん、そうじゃない。周囲の評判——君、告白を成功させる有名人だよ？」
「それは知ってる」
　ものすごーく不本意だけどね……。
「で、目を付けられたってわけ？　『アオハルデストロイヤーズ』からすれば僕は対極的に敵って存在になるのかな？」
「たぶんそう……。今回の件で、榎本さんの告白は失敗だった。仲介役の君が失敗したことで、敵である君への非難が殺到するように仕向けたんだと思う」
「ひどいな……。僕はただ一生懸命なだけなのに——」
　ありもしない噂……ってわけないか。
　僕は実際榎本さんが好きだった。そのことを知っている誰かが、僕が心傷の榎本さんを狙っていると噂を立てたのだろう。
「……ってことは——ん？」
「どうしたの？」
「僕が、榎本さんのことを好きだったことを知っている、誰かってことか……？」
　だとすれば、今回の噂を流した対象は絞られてくる。僕が榎本さんを好きだと言ったことのある人間は二人……。
　渡辺哲太と春原杏里……。
「春原、まさかとは思うけど——君、今回の黒幕じゃないよね？　実際この裏サイトのことを知ってるみたいだったし」
「そんなわけない。べつに、どこかの他人が、誰が好きで、誰と付き合おうと関係ないし」
「だよね……。じゃあ、哲太？」
　いや、哲太は僕に今回の件でヒントをくれた。
　グループＬＩＭＥに上がった件や、僕の悪い噂が広まるのが早いことに気づいてわざわざ教えてくれたんだ。
　だから、哲太じゃないと思う。
「周囲を疑っても仕方ない」
「え？　どういうこと？」
「仮に榎本さんじゃなくても、依頼した人が女の子だったら誰も良かったんだと思う」
「つまり、今回はたまたま榎本さんだったってだけ——もし春原が依頼主だったら、僕が春原を好きでわざと告白を失敗させたって噂が流れたってこと？」
「その想像は正直キショいけど、たぶんそう。あとキショい……」
「キショいって二回も言うなよ……。ただの例えだって」
「これからどうするの？　噂をバラまいた人を捕まえるの？」
「うーん……。僕としては目立つようなことはしたくないんだけど——僕の沽券にも関わるからねー……」
　ただ、犯人を見つけたとしても一人とは限らない。
　不特定多数の悪意が働いているのだとすれば、僕みたいな弱小キャラじゃ太刀打ちできないだろうな。
　なんにせよ、誤解は解かないといけない相手はいる——半分は誤解じゃないんだけどね。
　それに、知りたいこともあるし——やっぱり彼女に会いに行くべきか……。
「とりあえず、僕は僕でなんとかしてみるよ。ありがとう春原」
　そう言ってニコッと笑って立ち上がると、春原は「あっ……」と何かを言いたげにして僕のブレザーの裾を掴んだ。
「どうしたの？」
「ううん——なんでもない……」
「もしかして心配してくれてるの？」
「ち、違うっ……」
「違うのかー。残念。でも、もし心配だって言ってくれたら春原のことを好きになるかも」
「バ、バカーーー！」
　そう言うと春原は僕の脛を思いっきり蹴った。
　小柄なのに案外脚力は強いみたいで、僕はジンジンと響く脛の痛みを堪えながら第二ＰＣ室を後にした。

　　◇　◇　◇

　もうすぐ昼休みが終わる。
　急いで教室に戻ろうとしていた僕は、教室の前の廊下で「おいてめぇ！」といきなり呼び止められた。
　見れば七組の女子ヤンキーグループのリーダー——安藤麗奈さんが取り巻き二人を引き連れて仁王立ちで立っていた。
　グラビアアイドル顔負けの豊満なボディに鋭い目つき……。
　美人だが危険すぎて僕程度じゃ近づいちゃいけない相手だ。
　そんなデンジャラスビューティー安藤さんが僕の目の前にずいと寄ってくる。
　取り巻きたちも僕が逃げないように背後へと回る。
　この状況——うん、怖すぎる……。今にも下半身が洪水を起こしそうだ……。
「は、はい？　僕？」
「そう。てめぇだよ。話があるから放課後ツラ貸しな」
　この様子だと榎本さんの件かな？　なんだろ？　怖いな……。
「放課後はちょっと用事が——」
「逃げたらマジでボコボコにすっから。逃げんなよこのヤリ●ン野郎！」
　ひえぇぇー！　超怖いんですけどっ！　あと僕は童貞なんですけどっ！
　ちょうどそのときゴングが打たれたように始業のチャイムが鳴ったので安藤さんは取り巻きたちを引き連れて去っていった。
　とりあえず今日の放課後の予定は決まったな。
　もう一件別の予定があるんだけど……。

　　◇　◇　◇

　そして放課後になった。
　僕が教室から出ると、すでに廊下には安藤さんの引き連れているヤンキーたちがたむろっていた。
　ヤンキーの一人と目が合うなり、「おいっ！」と怒鳴られ、一斉に注目を浴びてしまう。
「おい友田」
　グループの奥から安藤さんがゆっくりと出てきて、僕の前に立ちはだかる。
「てめぇ、逃げないなんていい度胸だな？」
「いや、逃げたら——」
「誰が話していいっつった！」
「ヒィー！」
　えぇー？　そういうルールなのっ？
「フン……。ついてきなっ！」
「は、はいー……」
　ヤンキーギャルたちに取り囲まれるようにしてどこかに連れて行かれる僕。
　どこだろう？　校舎裏かな？　それとも屋上？　僕はシメられちゃうんだろうか？
　半泣きになりそうになりながら二組の前を通ったとき、ちょうど教室から出てきた哲太と目が合った。
「よぉ作太郎、安藤さんたちとどこ行くんだー？」
　空気を読みたまえよ親友！
　この状況、見てわからない？
　僕、この人たちに拉致られたままこれからどこかに連れて行かれて、身ぐるみを剥がされて、恥ずかしい写真を撮られて、一生こいつらの奴隷として生きていかなきゃならないんだ——たぶん。
だから助けてくれえええぇぇぇーーー！
　……というテレパシーを試しに送ってみた。
「あー、なるほど。つまりアレか？　——楽しんでこいっ！」
　なにをっ？　なんで親指立てちゃってるわけ？
「じゃあ俺は部活行くから頑張れよー！　ハッスルハッスルー！」
　爽やかな笑顔を残して体育館の方へと去っていく哲太。
　あいつをほんの一瞬でも親友だと思った僕が間違っていた。
　とほほ……。

　　◇　◇　◇

　安藤さん達に連れてこられたのは、特別棟にある普段は使われていない空き教室。
　そう、ここは僕の拠点である『恋愛相談室』だ。
　一つ上の階で吹奏楽部がプップカとラッパを吹いているので、僕が悲鳴を上げたとしても外には聞こえないだろう。
　ああ、僕はここであんなことやこんなことをされてしまうのか……。
　できれば最初はノーマルな感じでいきたかったなぁ……。
「おい、あーしとこいつを二人きりにしな！」
　安藤さんはそう言うと取り巻きたちを廊下に出した。
　まさかのタイマン？
　教室には、僕と安藤さんの二人だけが残される。
　安藤さんは窓の方を向き、僕に背中を見せた。
　この異様な状況に、情けないことに僕はビビって膝が震えていた。
「は、話って、なんでしょうか……？」
「……」
「え、えっと、榎本さんの件ですか……？」
「……」
　ほわっ！　安藤さんが怒りで肩を震わせているっ？
　ヤバい！　殺される。
　そうして十秒か一分か、それよりも長く感じるような沈黙のあと、安藤さんはようやく口を開いた。
「あ……」
　あ？　「あ」ってなに？
「あ、あ、あ……——安藤さんって呼ばれたー！　キャアアアーーー！」
「……へ？」
「哲太くん、近くで見たらマジイケメン！　チョーカッコよかった！　てか、ヤバくないっ？︎　あーしの名前覚えてくれてたんだー！　え？　え？　え？　もしかして前からあーしに興味があるとか？　いやーん！　まさかの相思相愛？」
「あ、あの……」
「うー——どうしよっ？　緊張してなにも話せなかったー……。変な子って思われてないかなー……。うっわ、どうしよぉー！」
「え、えーっと——安藤、さん？」
「あん……？」
「ヒエッ！」
「つーかなにビビってんの？」
「い、いえ、ビビってなんか……」
　いや今僕はべつの意味で完全にビビってしまった……。
「膝めっちゃ震えてんじゃん」
「これは膝の病気といいますか、半月板がイカれてて……」
「は？　意味不。キショ。つーかあーしがなんであんたを呼び出したかわかってんの？」
「いやはい、もう嫌ってほど……」
　……はいオッケー。よぉーくわかったよ、うん。
　つまり、アレだな？
「えっと、安藤さんは哲太のことが好きなんですね？」
「オーイッ！」
「ヒャッ！」
　いきなり詰め寄ってきた安藤さんにビビって後退するが、真後ろが壁で僕はいよいよ追い詰められた。
　そして刹那、安藤さんの握り拳が音速を超えたスピードで振り抜かれた。

　ドォオオオーーーン！

　僕の左耳ギリギリのところで拳を壁を打ち付けたらしく、激しい音が教室に木霊した。
　パラパラと粉が落ちて僕の肩に落ちる。
　い、威力がハンパない……。
　こ、これが世に言う壁ドンかっ？　吊り橋効果なのかっ？
　いや、もはや恐怖しか感じないのだがっ？




















「てめぇもっぺん言ってみろ……」
　安藤さんはもはや「あれ、これってキスの距離なんじゃね？」と思うくらい目と鼻の先で僕を睨みながら低い声で脅してきた。
「だ、だから、その、安藤、さんが、その、哲太のことを、好き……」
　怖すぎて舌が上手く回らない。
　安藤さんは興奮気味で、ハァハァ言っている吐息が僕の頬に当たる。
　いやこれ、マジで怖い……。
「てめぇ……」
「ヒイッ！」
「……さすがは恋愛マスターじゃねぇか」
「……はい？」
　安藤さんがゆっくりと僕から離れていく。
「あーしの気持ち、簡単に見抜くなんてよ……」
　見抜くもなにも、自分からあんだけヒントを提示していてわからないわけないじゃないか？
　僕は鈍感主人公なんかじゃないぞ……。
「つ、つまり、僕を呼び出した件って、哲太のことですか？」
「あん？　さっきからそう言ってんじゃねぇか！」
　いや、一言も言ってないよ？
　あと、いちいち睨んでくるの止めてっ！　怖いからっ！
「えっと、確認なんですが、榎本さんの件は関係ないんですね？」
「榎本の件？　ああ、そういや誰かが噂してたな。昨日、好きな男に振られたって。いい気味だぜ……」
「いい気味？」
「前からあの女はイケ好かなかったんだよ……」
　忌々しいと言わんばかりに安藤さんは眉間に皺を寄せている。
　過去に榎本さんとなにかあったんだろうか？
「は、はぁ？　それはどういう意味で？」
「つーか今は榎本のことなんて関係ねぇだろっ！」
「はいすみませんでしたー！」
「あん？　お前もしかしてマジで榎本が好きなのか？」
「い、いえ……。僕はべつに……」
「ふーん。まあ、あーしにはカンケーないし——それよりもっ！」
「はいっ？」
「あーしに、て——哲太くんを紹介しなっ！」
　ああ、本題はそっちだったね。
　ただ、ちょっとそれは難しいかもしれないな……。
「紹介するのはべつにいいですけど——あいつ、好きな人いるんで無理だと思いますよ？」
「えっ……」
　安藤さんの表情が硬直する。
　そりゃそうだ。告白する以前に結果はわかりきっているのだから。
　諦めた——かと思いきや、
「そこをなんとかするのが恋愛マスターだろ？」
　と、前向き（？）なご意見が……。
「えぇえええーーー！　んな無茶なー……」
「とにかくあんたはあーしと哲太くんがラブラブになるようにすることっ！　そしたらあんたの噂を流してるヤツを見つけてやるよ！」
「は、はあ……」
　今さらその必要はないんだけど……。
「ところで安藤さん——アオハルデストロイヤーズって知ってます？」
「は？　プロレス団体？」
「いえ……。なんでもありません……」
「意味不なこと言ってないでちゃんとあーしと哲太キュンをくっつけること！　いいなっ？」
「は、はぁ……。善処します」
　というか哲太キュンって……。
　いちおう念押しして、哲太を落とすのは相当難しいことは言ったつもりだったけど、安藤さんはすっかり妄想モードに入っちゃったみたいで全然聞いちゃいなかった。
　……まあいいか。
　とりあえず、安藤さんと榎本さんの件は関係なかった。
　それどころか、安藤さんは榎本さんを嫌っていたということがわかった。
　おおかた風紀委員の榎本さんと因縁でもあるんだろう。なんせ安藤さんヤンキーだしな。
　榎本さんの件は、これから会う人物に聞いてみるか……。

　　◇　◇　◇

「しつれーしまーす」
　僕は三年三組の教室に入った。
　安藤さんの件があったせいか、一人黙々と机に向かって勉強している彼女を見て、僕はどこかほっとした。
「すみません、河合先輩……。ちょっと野暮用がありまして……」
　そう。河合凛先輩だ。
　僕は河合先輩から榎本さんのことを聞くために放課後教室で待っていて欲しいと連絡しておいたんだ。
　ただ、安藤さんに呼び出しを食らったせいで遅れてしまったのだけれど……。
　僕が申し訳なさそうにしていると、凛先輩は笑顔で迎えてくれた。
「いいっていいってー。他でもない友田君の相談ならさ。それで話ってなに？」
「あ、えっと……」
「もしかして、ハルっちの件？」
「は、はい……」
「噂は聞いたよ？　酷いよねー！」
「そ、それは誤解で——」
「大丈夫！　わかってるって！　友田くんがそんなことする人だなんて思ってないから。酷いのは悪い噂を振りまいた人だよ！」
　良かった。どうやら河合先輩は僕の味方らしい。
「それにしても誰なんだろうね？」
「そうですね……。それも気になるところですが、今は誰かを特定する必要はないかと」
「なんで？」
「どうやら僕、変な人たちに目をつけられているみたいで……。先輩、アオハルデストロイヤーズって知ってます？」
「なにそれ？　アニメかなにか？」
　やっぱり河合先輩もアオハルデストロイヤーズを知らないみたいだ。
　僕は先輩に事情を話し、そういう他人の交際を邪魔するような人たちが三年生にいないかを聞いてみた。
「うーん、わたしは知らないなー……。それにしても、厄介な人たちに目をつけられちゃったねー」
「まあ実態がつかめないんでなんとも言えないですけど……」
「その人たちに相当嫌われてるみたいだね？」
「僕が悪いんでしょうか？」
「悪くはないけど、カップルを成立させた分だけ嫉妬を生み出してるんじゃないかな？」
「嫉妬？」
「だって、友田くんが成立させたカップルがいる中で——もし仮にだよ？　男の子の方をずっと前から好きだった女の子が別にいたらどう思う？」
　なんとなく、榎本さんと高橋さんの顔が思い浮かんだ。
「それは——余計な真似をしてくれたな、って思いますね……。僕は知らないうちにそういうヘイトを集めていたってことですか？」
「たぶん……。まあ、逆恨みもいいところだけど、世の中そういう人もいるからねー」
「ははは……。嫉妬するくらいなら告白しろって言いたいところですけど……」
　すると河合先輩は急に沈んだ顔になった。
「それができたら苦労はしないよ？」
「え？」
「みんな思ったことを口にできてたら世の中カップルだらけになってるはずだもん。恥ずかしいとか、フられたらどうしようとか——関係性が崩れちゃったりとかが怖くって、フツーは口にできないもんだよ？」
「あ……」
「だから、みんな友田くんに頼るんじゃないかな？」
「……」
「ま、そう言ってるわたしも都合よく友田くんに頼っちゃった一人だけどねー！」
　笑いながら僕の肩を叩いてくる河合先輩。
　考えてみればそうだ。
　僕だって今まで好きだった人たちに自分の気持ちを伝えてきたことはない。
「そういえば、友田くんは誰か好きな人はいないの？」
「今はいませんねー」
「前はいたってこと？　だれだれっ？　教えてっ！」
「あはははー——あ、そうだ、先輩にもう一つ聞きたいことが——」
「あー！　誤魔化したー！」
　実はあなたのことが好きでした、なんて言えるわけないでしょうに……。
「榎本さんの件です。実はさっき小耳に挟んだんですけど、彼女をよく思ってない人がいるみたいで……」
「まあ、誰だって全員が全員好かれているわけじゃないと思うけど、ハルっちはいい子だよ？」
「ですよねー？　今のは聞き流してください」
　やっぱり安藤さんが言っていたのはやっかみからだろうな。
　幼馴染の河合先輩がいい子認定を出してるんだからやっぱりいい子なんだろう。
「じゃあ、榎本さんの中学時代好きだった人とか知りません？」
「好きだった人かー……。学年が違ってたから噂程度でしか知らないけど——同級生に好きな男子がいたっていうのは聞いたことがあるよ？」
「誰ですか？」
「たしか——松山くん？　だったかなぁ？」
「松山って——あの松山大志くんですか？」
　松山大志くんは、たしか榎本さんと同じクラスだったはず。
　野球部で、中学時代はそこそこのピッチャーだったんだけど、最近ではエース級に活躍してるって聞いたな。
「そ。でもまあ噂だからあんましアテにはしないでね？　ところでさー」
　河合先輩がニヤニヤと俺を見てくる。
「な、なんですか……？」
「やっぱ友田くん、ハルっちのこと好きなのー？」
「えーと……」
　僕が答えずらそうにしていると、河合先輩は居住まいを直した。
「ふーん……。ちょっと察した。友田くんもつくづく苦労性だよねー？」
「わかってもらえますか？」
「正直に言っていい？」
「どうぞ」
　河合先輩が苦笑いを浮かべる。
「友田くん、ちょっとっていうか——だいぶ歪んでる」
「え？　歪んでる？」
「フツーさ、好きな人がいたらどんな手を使ってもその人を手に入れたいとか思わない？」
「その普通が僕にとっての普通じゃないんで……」
「でも、そうやって自分の気持ちに素直になれずにいたら、せっかく目の前にチャンスがあっても逃しちゃうよ？」
「チャンス、ですか？」
「そ。例えば、目の前に好きな人にフられた先輩がいたとして、その先輩が誰か身近な男子から　声をかけられるのを待ってるって——そう思わない？」
　そう言って悪戯っぽく笑う河合先輩。
「身近って、どれくらいの距離感を言うんでしょうかね？」
「例えば——わたしと友田くんとか？」
　うっ……。なんてイタズラな目をしてくるんだ、この人は……。
「……それだと、僕が噂通りのクズ男になるんじゃないですか？」
「ううん。だってこの場合、その先輩が友田くんのことを好きになっていたんだから——だった　ら当人同士の問題であって周囲は関係ないよね？　あとは友田くんの気持ち次第かな？」
　くうっ……。それじゃまるで河合先輩が僕のことを好きって——いやいや、そんなわけない。
　現に河合先輩は僕がここに来る前に勉強していたじゃないか。
　大好きな先輩のいる大学に進学するために……。
「……ったく、純情な後輩の心を弄ばないでくださいよー」
　笑ながらそう言うと、河合先輩も吹き出して笑った。
「ごっめーん！　友田くんの困った顔が面白かったからついー！」
　やっぱり冗談だったか。
　良かった……。
　脈ありかと思って、危なく告白するところだった……。

　そのあと僕は河合先輩と別れ、そのまま帰ることにした。
　河合先輩は塾がないからもう少し勉強してから帰ると言っていた。
　僕は心の中で、河合先輩に頑張れと応援しておいた。
　大好きな先輩のいる大学に進学できるように、と。

　　◇　◇　◇

　夜、家にいると哲太から電話がきた。
『ウーッス親友！　今電話大丈夫かー？』
「本当に親友だったら安藤さんのグループに絡まれてたときに助けてほしかったんだけどね……」
『あー悪りぃ悪りぃ。なんかいい雰囲気っぽかったからさぁ』
「あれをいい雰囲気だって思えるのが、さすが空気読めないっていうか……」
『じゃあ安藤のグループに絡まれてた件はなんだったんだよ？』
「まあ、その件はおいおいするよ……」
　まさか安藤さんに哲太との関係を取り持てと脅されたなんて言えるわけもない。
　まあ、僕がいくら頑張ったところで、哲太のことだからどうせ今回も袖にするんだろうけどね……。
「で、そっちが電話してきたのは今日頼んでた件？」
『おうよ。収穫ありって感じだぜ！』
「ふむ。じゃあ報告を聞こうか」
　哲太に頼んでいた件とは、端的に言えば榎本さんの身辺調査だ。
　今日一日の中で、榎本さんに近づく男子がいなかったかを、榎本さんと同じクラスの哲太に見ていてもらったんだ。
「まず榎本に近づいた男子だが三人いた」
「三人か……。誰？」
『まずは俺』
「はい論外」
『はぁ？　なんだよ論外って！』
「いや普通自分は入れないでしょ！　というか、なんのために榎本さんに近づいたのっ？」
『へへへ。実は宿題のノートを忘れちまって……』
「なんだ、そういう理由ね——っておい！　普段からノートの貸し借りする仲なのっ？」
『いやー、借りてばっかりだけどな？』
　くっ……哲太のやつめ。榎本さんと同じクラスだからって好き放題にしやがって……。
　というか親友ならそういう情報を早く言っておけよな！
　こっちは榎本さんと接点があったなんて今初めて知ったぞ！
『つーわけで今日も宿題のノートを借りたってわけだ』
「あそう。それで他に近づいた男子は？」
『隣のクラスの眼鏡くんで、たしか倉本とかいうやつだったな』
　倉本くんか……。彼はどちらかといえば二次元に走るタイプだったはず。
　去年同じクラスだったけどほとんど話したことがない。
「それで、どんな感じだった？」
『なんつーか、親しいというよりも事務的な感じだったな？　委員会がどうのこうのって……』
　たしか榎本さんも倉本くんも同じ風紀委員だったっけ。
　じゃあ今回の件には関係ないか……。
「じゃあ残り一人は？」
『野球部の松山だな』
　ビンゴ。
　やっぱり松山くんか。
　僕は今日の放課後に河合先輩と話していたことを思い出した。
　つまり、今回の件で都合よく松山くんが釣れたということになる。
「えーっと、普段から榎本さんと松山くんは親しかったの？」
『同中ってだけで親しくしている様子は見たことなかったけどなぁ？』
「そっか。ありがとう哲太」
『あ、ちょっとタンマ！　切る前にもう一つ報告が！』
「ん？　なに？」
『近づいた男子は三人だったけど——』
「そのうち一人は論外だけどね」
『最後まで話を聞けよ！　それよりもっと重要な人物が榎本に話しかけたんだよ！」
「重要な人物？　誰？」
『聞いて驚くなよ？』
「もったいぶらなくていいから早く」
　哲太は電話口で溜めに溜め、深呼吸した音が受話器越しに聞こえてきた。
『なんと五組の高橋花音だ』
「はぁ？　高橋さん？」
『だから驚くなって言っただろ？』
「いや普通に驚くよ！　なんで高橋さん？」
　一条くんを奪った高橋さんがなんで榎本さんに近づいたんだ？
　全然わからない……。混乱してきた……。
「それで二人はどんな様子だった？！」
『ちょっと険悪そうな感じ——で、少し話して高橋と榎本が一緒に教室から出て行ったなぁ……』
　なにその状況マジで怖い……。
　同じ男を巡って争った女子同士なにもなかったらいいけど、なにもないはずがないよね……。
「哲太、その後の様子は？」
『いや知らん』
「使えない親友だなぁ……」
『おい！　俺だって頑張って榎本をマークしてたんだぞ！　ちょっとは労いの言葉が欲しいもんだ！』
「えらーい、えらーい」
『小学生かっ！　ぜんぜん心が籠ってねぇ！』
「とりあえず教室に戻ってきた榎本さんの様子を教えてよ」
『えーっとだな——』
　まさか取っ組み合いとかに発展してないよね？　この泥棒猫！　的な感じで。
　顔が赤く腫れ上がったり、制服や髪の毛が乱れたりしてなかったらいいんだけど……。
『——ちょっと笑顔だったな』
「は？　笑顔？」
『ああ。榎本はなんか嬉しそうに帰ってきたぞ？』
「嬉しそう？」
　なんだろうこの違和感は……？
　なんだ？ 　二人の間でどんな話が取り交わされたんだ？
『俺が見てて知ってることはそれくらいだな』
「……わかった。ありがとう哲太」
『おう。じゃあまた明日な』
　そう言うと哲太は電話を切った。
　僕はなにか得体の知れない違和感を感じながら切れたあとのスマホをじっと見つめる。
　どうして一条くんを奪った相手と話す必要がある？　なんで笑顔で帰ってきたんだ？
　わからない……。ここは本人たちに会って確認するしかない。
　それはそれとして——一条くんはどうなんだろう？
　僕はスマホの履歴から一条くんに電話をかける。が、どうやら忙しいらしくて繋がらなかった。
　とりあえずＬＩＭＥでメッセージだけ送っておくか……。

『サクタロー：高橋さんと付き合うことになったんだね？　おめでとう』

　送りかけたメッセージを見て送信前に指が止まった。
　いや——今の僕がこんなメッセージを送ったらきっと嫌味になってしまうだろう。
　とりあえずメッセージを消して、僕はベッドにゴロンと横になった——のだが。
　——ポニョン。
「ん？　なんだこの感触は——ってえええぇぇぇーーー！」
「よ、青少年！　ついにお姉さんを襲いたくなったのかい？」
「吉川さん！　なんでここにいるのっ！　というかどっから湧いて出た！」
　ベッドに寝転んでいたのは吉川さんだった。
　僕は不可抗力で吉川さんの胸を揉んでしまった……。
「湧いて出るとか失礼な！　ちゃんと入ってきたよ！　窓から！」
「それ普通に不法侵入だから！　あんたたしか大学で法律学んでるんじゃなかったっけ？」
「お隣さんなんだから固いこと言わなーい！　それよりどうだったのー？　お姉さんのおっぱいの感触は？」
「そりゃあ柔らかかったですよ！　ああもうそりゃあびっくりするくらい！」
「にゃはははー！　だったらイッパツどう？」
「青少年健全育成法って知ってます？　あんたもうほんとなんなんだ！　つーかまた人のワイシャツ着て！　うわっ酒臭っ！」
「怒らなーいの！　ほらほらー、心傷の青少年にお姉さんが熱い夜を提供してあげるんだからもっと喜びなさいよー？」
「なにバカなこと言ってんだか……」
　ガハハハと笑う吉川さんを横目に見つつ、こっちはそれどころじゃないと叫びたい。
「こっちはそれどころじゃないって顔だねー？」
「いやなんでわかるの？　一言も言ってないですよね？　頭の中読まないでくれます？」
「ふふん——愛の力さっ！」
「親指立てんな！　へし折りますよ？」
「そうカッカしないー。……で、やっぱり面倒なことになっちゃったみたいだねー？」
「電話、聞いてました？」
「まあ、途中からだけど。『本当に親友だったら』のあたり」
「それけっこう序盤ですよね？　ほとんど全部聞いてたんじゃないですか！」
「うふふふ。それよりわたし、今回の真相がなーんとなく見えてきちゃったんだけどー？」
「はあ？　盗み聞きだけでなにがわかるんですか？」
「まあまあ。とりあえず今回の件、も少しお姉さんに話してみー？」
　少しげんなりしながらも、僕は今日あったことも含めて詳細を吉川さんに話した。
「——って感じです」
「なるほどなるほどー。だったら謎は全て解けた！」
「なにか探偵物の漫画の読みすぎじゃないですかね……」
　渾身のドヤ顔を見せた吉川さんは、挑戦的な目で俺を見てきた。
「ただねぇ、まだハマってないピースが一つあってさー」
　吉川さんはベッドに大の字になって寝転んだ。
　なんて無防備な……。僕じゃなかったら確実に襲われていただろう。
「なんですか、そのハマってないピースって？」
「ま、取るに足らないことなんだけどねー」
「そうですか……。それよりその解けたっていう謎の真相を教えてくださいよ？」
「いーや。こういうのはね、自分で解決するから面白いんだよ」
「面白さとか求めてないんで答えをください」
「欲しがりサッくんだねー」
「変なあだ名つけないでくださいよ……」
　吉川さんは急に起き上がると今度は胡座をかいた。
　ワイシャツの裾から黒い下着が丸見えだが——気にしない！　気にしたら負けだ！
「とりあえずヒントはあげるから、あとは自分で推理してみてよ」
「はぁ？　ヒントですか？」
「まず、サッくんの今の状況。なにが引き金になった？」
「えーっと——僕の誹謗中傷的なグループＬＩＭＥですかね？」
「誰が回したのかはこの際関係ない。むしろサッくんは男女の交際を取り持った分、いろんな人から恨まれている可能性があるからねー」
「それは——やっぱり僕のせいでしょうか？」
「せいとかじゃなくて、単純に逆恨みと集団心理の利用と条件付け」
「逆恨みは河合先輩にも言われましたが、集団心理の利用と条件付けって？」
「人間が結束するために必要な要素ってなにかわかる？」
「えーっと——目的とかですか？」
「そ。善であれ悪であれ、その目的が一致するのなら関係ない——ほら、呉越同舟って言うじゃない？　仲の悪い者同士も目的の達成のためなら手を取り合うものなの」
「はぁ……？」
「それと条件付け。犯罪を犯す人って、自分なりの正義感や論理が根底にあって犯罪に走るの。例えばサッくんはお腹が減っていたとしてお店のものを盗ったりする？」
「あ、いえ……」
「じゃあ——仮にお腹がすきすぎて今にも死にそうな妹がいたら？」
「うっ……」
「しかも、そのお店の店主が実は悪人で人から恨まれたりしていたら？」
「そ、それでも盗りません……」
「ほら、迷ってるじゃん」
　なるほど……。
　盗んではいけないという前提ルールに対して、都合のいい条件が重なれば前提が崩れることもあるってわけか。
「つまりだよ？　今回の件はサッくんに逆恨みしていた人たちにとってはいいきっかけになったわけ。ムカつくやつが失敗して都合よく『悪い噂は流してはいけない』という前提を崩す条件付けが成立した。あとは集団心理が働いて、サッくんの悪い噂が一気に広まったというわけさ！」
「なるほど……」
「ここまでの話の流れだと、サッくんに恨みをもった誰かが悪い噂を流したと考えるべきだよね？」
「はぁ？　ふりだしに戻りましたね——」
「だがしかーし！」
　吉川さんは人差し指をピンと立てた。
「その推測がまるで見当はずれだったら？」
「もしかして愉快犯的なほうですか？　噂を流したのは面白半分だったと……」
「ふっふっふー。まだまだ甘いねサッくんはー。もうちょっとその犯人の真の狙いを突き詰めないとー……。それができたら彼女の一人でもできるんじゃないかなぁ？」
「くっ……いい加減腹が立ってきたのでそろそろお引き取り願えないでしょうか？」
「ああん！　やだぁ！　もうちょっと浸らせてよー！」
「ほらみろ！　あんたやっぱり楽しんでいただけじゃないか！　早く帰れ！」
　俺は吉川さんを無理やり玄関から押し出した。
『サ、サッくん？　わたし家の鍵閉めて出てきたんだけど！　ベランダから入ったから自分の部屋の鍵持ってないんだけど！　ねぇ聞いてるっ？　サッくん！　サッくぅーん！』
さて、もう少しじっくり考えてみよう。
　犯人の真の狙いか……。
　確かに僕を陥れてなんになるんだろうって思うなぁ……。
　とりあえず僕が得た情報をもとに推測してみるか。

　——プルルル、プルルル……

　ん？　一条くんから着信？
「はい、もしもし」
『あ、友田くん？　なんか連絡もらってたみたいで悪いな。あ、それと今日は——』
「噂の件なら気にしてないから大丈夫。それより一条くんは大丈夫？　変な噂とか流されてない？」
『ああ。俺の方は大丈夫みだいだった。というよりゴメンな、その——俺、花音と付き合うことにしたから』
「あーいや——それはいいんだ。榎本さんはショックみたいだったけど、一条くんと高橋さんが結ばれたなら……」
『ありがとう。友田くんって、ほんと良いやつだよな』
「なんせこちとら仲人キャラですからね」
『え？　仲人キャラ？』
「いやこっちの話。とりあえず僕は心配ないから、またなにかあったら連絡するね」
『いろいろとサンキュウな。それじゃ！』
　一条くんこそ良いやつだよな……。
　高橋さんとお幸せに。
　ドンドンドン！　ピポピポピンポーン！
『サッくぅーん！　サッくぅーん……』
　おっと。そろそろ入れてあげないとさすがに可哀想か。
　反省しているといいんだけど……。

　　◇　◇　◇

　一夜明けて今日は四月二十五日の土曜日。
　僕は朝から部屋の掃除を始め、昼前に洗濯まで済ませた。
　やっぱり家は落ち着くね。
　いつもうるさい隣人さんは朝からバイトに行ってるらしいし。
　それにしてもおじさんとご飯食べるだけのバイトってなんだろう？
　なんだか犯罪臭がするんだが——まあいいか。
　これで今日はゆっくりと過ごせるぞ——なんて考えが甘かったのか、

　ピンポーン……ピンポンピンポンピンポン！

　と、トチ狂ったようにインターホンが鳴り響いた。
「誰だよ昼間っから——でぇえええーーー！」
　モニターを見て僕は腰を抜かしそうになった。
　なんせインターホンを鳴らしていたのはまさかの安藤さんだったからだ……。

　——十分後。

　僕はフローリングの床に正座していた。
　ベッドで足を組み、僕を凍てつくような視線で見下ろす安藤さん。
　なぜかたいへんご立腹のご様子だ……。
「でぇー？　あーしが頼んだ件はどうなってんのぉー？」
　昨日の今日でなにをしろとっ？　短気すぎるっしょこの人！
「あ、いや……それはですねぇ……」
　僕は頭をフル回転させて言い訳を考える。
　が、ここで下手なことを口走れば命がないだろう……。
「昨日の夜、哲太と電話しました！」
　……嘘ではないけどごめんなさい。
　依頼の件はまったくできておりませんですはい……。
「そ、そうか。で、どうだった？」
「どうして昨日の放課後僕が安藤さんと一緒にいたのか気になっている様子でした」
「なにぃー！」
「ヒィッー！」
　え？　なになにっ？　僕ってばなんか安藤さんの地雷踏んじゃった？
「ヤバッ——もしかして、誤解されちゃった？」
「誤解？　ま、まあ、僕と一緒にいたことは気にしてた様子ですが……」
「それって嫉妬だよね？」
「……はい？」
「だから嫉妬だよ嫉妬！　ああ、まさかあんたと一緒にいて変に誤解されちゃった？　ヤダ、哲太くんたらそんなんじゃないってー！　わたしが好きなのは哲太くんだけで、こんなチビガリマザコン野郎のことなんか相手にしてないって！」
　誰がチビガリマザコン野郎だ！　そして告白もしてないのにどうして僕のことをフったっ？
「ということは哲太くん、あーしらの関係を誤解して嫉妬してるってことだよな？」
　いやいや激しく違うだろ……。
「あははは……。まあ、その誤解はちゃんと解けてますから大丈夫です」
「そ、そっか、ならよかったー……。さすがは恋愛マスター！　わたしが見込んだ男だね！」
「ははは……。というか安藤さんはどうしてここに？　なんでうちがわかったんですか？」
「あん？　知ってちゃ悪いのか？」
「ヒッ！　すみません！」
「あんたの後をつけたのさ。逃げられないようにな？」
　安藤さんはニヤリと笑う。
　恋する乙女はここまでするものだろうか？
　まるで容赦がなくて怖すぎる……。
　むしろ僕じゃなくて哲太の家を特定しろよ——いや、安藤さんのことだからもう特定済みかもしれないな……。
「それにしてもあんた、一人暮らしだったのか？」
「ええまあ……」
「男の一人暮らしの割に綺麗じゃね？」
「あ、ありがとうございます……」
「とか言いつつ、ベッドの下にエロ本隠してんだろー？」
　そう言いながら楽しそうに僕のベッドの下を覗く安藤さん。
　しかし残念。そんなわかりやすいところに隠してるわけないだろう？
　なんせ酒乱痴女のお隣さんが突撃訪問してくるんだからな、こっちは……。
「ん……？」
「どうしました？」
「なんだこれ……？」
　そう言って安藤さんが広げたのは女性もののパンツ。
　ん？
　……パンツ？
　も、もしかして……。
「しかも黒のスケスケレース……」
「オーウ、ジーザス……」
「なんでこんなものがここにあるのか聞こうじゃないか？」
　あんの酒乱痴女ぉおおおーーー！
　なんつー地雷落として行きやがったんだぁあああーーー！
　いやいやいや取り乱すな僕っ！
　ここはいったん深呼吸して冷静になるんだっ！
　すぅー…はぁー…すぅー…はぁー…。
　よし！
「違います。僕のではありません」
「だったら誰の？」
「おそらくはお隣さんのものかと……」
「ほほう……。つまりお前はアレか？　こんな黒のスケスケなパンツを履いているお隣さんとはパンツを脱がせるほどの関係ってことか？」
「いや逆です。お隣さんは自分から脱ぐタイプのやつです。向こうが押しかけてきてほとほと困ってるんですよ、こっちは……」
「さすがは恋愛マスターだな？　相手にする女は猿みたいに見境がないビッチってわけだ」
「違います。誤解です。僕は一切相手にしていません」
「ここにパンツがあるのがなによりの証拠だろ？」
「状況証拠なだけです。真実は——とにかく僕は潔白で童貞です」
「ふーん……」
「……」
「……」
「とりあえずグループＬＩＭＥにあげとくか？」
「それだけはご勘弁をぉおおおーーー！」
　僕は安藤さんに掴みかかり、マウントを取った。
　まさかこの僕がヤンキーに立ち向かうなんて誰も想像してなかっただろう？
　僕は必死に安藤さんからパンツを奪おうと試みる。
　もちろん安藤さんのではないよっ？
「か、返してください！　僕のじゃないですけど！」
「ははは！　やーだね！　誰がこんなオイシイネタを手放すかっ！」
　手を伸ばせばあと少しで届きそうなのに、安藤さんが邪魔をしてパンツが手に入らない。
「いいんですかっ？　哲太との関係を取り持てるのは地球上でただ一人僕だけなんですよっ？」
「てめぇ、今それを持ち出すとは卑怯だぞ！」
「僕だって人生がかかってるんだー！」
「あっ——コラ！　おい！　変なところを触るなっ！」
　と、そのとき——
「オーッス作太郎！　部活オフだったから遊びに…きて…やっ…た……——」
　たぶんそのとき、その場にいた全員の時間が一瞬止まった。
　パンツを奪おうと安藤さんに覆いかぶさる僕。
　パンツを握りしめたままの安藤さん。
　そして、タイミング悪くその場を目撃してしまった哲太。
　……なんだね、この状況は？
　そして時は動きだす。
「す、すまんすまん！　お取込み中だったみたいだな？　俺はこれでー」
「ち、違うの哲太くん！　これはっ！」
「そうだぞ哲太！　僕はただ安藤さんからパンツを奪おうとしただけでっ！」
「ちょ、おい！　言い方っ！」
　哲太はなにかを察したらしい。おそらく事実とは逆方向のことだろうが……。
「あははは……。よかったな親友。とりあえず俺から言えることは——色々、頑張れよ！」
　哲太は扉を強く閉めた。
「違うのー！　お願い待ってぇーーー！」
　涙目になりながら扉に向かって手をかざす安藤さん。
「せめて俺たちの話を聞いてくれぇーーー！」
　叫んだとて無駄だとはわかりつつも叫ばずにはいられなかった僕。
　ははは……。
　修羅場って、案外簡単に遭遇しちゃうもんなんだね？

　ややもあって、安藤さんは肩を落とし、すんすんと鼻をすすりながら帰っていった。
　もはや僕を殴る気力もなかったらしい。
　安藤さんの小さくなった背中を見た僕は、なんだかいたたまれない気持ちになりながらも、怒りの矛先を隣人の方へと向ける。
　帰ってきたらお仕置きだな、あの酒乱痴女め……。

　　◇　◇　◇

「たっだいまー——ヘブンっ！」
　夕方過ぎ、僕は能天気に我が家に帰ってきた（？）吉川さんに脳天チョップをかましてやった。
「いったぁ……。なに？　はじめてのＤＶ？」
「家族になってから言えっ！　あんたなぁ、こっちはあんたのせいで散々だったんですよっ？」
「えぇーっと、なにが？」
「しらばっくれやがって！　——これですよっ！」
　僕は件のパンツを吉川さんに差し出した。
「なにこのパンツ超セクスィー！　……今晩のオカズ？」
「違うわアホタレ！　これあんたのだろっ？　これのせいで誤解が誤解を生んで収拾つかなくなってしまったんだこっちはっ！」
「ほうほう。ま、なにがあったかをじっくり説明してもらおうじゃあないか？」

　ややもして、僕は一向に反省を示さない吉川さんを床に正座させた。
　……いちおう座布団は敷いてあげたけど。
「それで、どんな誤解？」
「まず前に話してたヤンキーギャルの安藤麗奈さんがうちにやってきて——」
「襲ったかぁー……」
「襲ってないわっ！　んな度胸僕にあるかっ！　話の腰を折らないでください！」
「メンゴ！　で、そのヤンキー少女がどしたの？」
「安藤さんがベッドの下を物色したんです。そしたらそれが見つかったわけです！」
「なるほど。で、サッくんは普段ここに出入りしている超セクスィーなインテリ美女ことわたくし吉川日向子の使用済みパンツだと思ったわけだね？」
「超残念酒乱痴女の間違いでしょ？　てか、いちいちツッコませないと気が済まないのかあんたはっ！」
「突っ込むとかイヤン！」
「顔を赤らめんなっ！　こんなときに純情ぶるなよ！」
　ダメだ……この人と話してるとストレスで寿命がどんどん縮んでいく気がして仕方ない。
「それでヤンキー少女に、これはお隣のお姉さんのだって説明したわけだね？」
「まあそんなところです。そしたら向こうが普段から連れ込んでるのかって勘違いして……」
「その子、読みがいい線いってるね？」
「一ミリもいってねぇわ！　とにかく誤解を解くどころかむこうがグループＬＩＭＥにあげるって脅してきて大変だったんですよっ！　しかも——」
「しかも？」
「安藤さんからパンツを取り上げようとしたら哲太のやつが呼ばれもしないのにやってきて、僕が安藤さんを押し倒そうとしているって勘違いしたんですからねっ？」
「なーる。誤解が誤解を生んだってそういうことかー」
「なにを能天気な……。あれから安藤さんは誤解されたと思って泣きながら帰っちゃうし、哲太は音信不通だし……」
「修羅場！　ライブで見たかったなぁ——ヘブンっ！」
　二度目のチョップは威力を増しておいた。三度目はきっと脳天をカチ割るだろう……。
「で、なんでうちに吉川さんのパンツが脱ぎ捨てておいてあるんですっ？　確信犯かなにかですか？」
「ううっ……う……うふふふふふふふー……」
　怖っ！　なんで急に笑い出したのこの人っ？
　もしやチョップの打ち所が悪かったとか？
「ざんねーん！　ハ・ズ・レ！」
「……はぁ？」
「サッくんの推理はあながち間違っていない。でも、事実の積み重ねが真実にたどり着くとは限らないんだなぁーこれが」
「どういうことです？」
　吉川さんは「ふふん」と腕を組み、ご立派な胸のそれをグイッと持ち上げた。
　なに？　誘ってんのこの人？
「いい？　今回の出来事で、自分の考えだけを抜いて冷静に考えてみて？」
「だからどういうことです？」
「いいからいいからー」
　とりあえず言われるままに僕は自分の考えとやらを捨てて事実のみを時系列に列挙してみた。
「まず、パンツがベッドの下から見つかる……」
「うんうん」
「安藤さんがそれを見て誤解する……」
「それからそれからー？」
「僕がそれについての理由を述べる」
「そいでそいでー？」
「安藤さんがグループＬＩＭＥにあげると言ってきて、あとは哲太がやってきた……」
「はいストーップ！」
「はい？」
「さーて、間違いはどこで起きたでしょう？」
「間違い？」
　僕は今事実をありのままに並べただけだ。どこに間違いがあると言うんだろう？
「よーく考えてみて？」
「さっぱりわかりませんよ。パンツがあったことは事実だし、そこから誤解が発生しただけですからね……」
「プークスクス！　これだからお子ちゃまは——ヒィッ！」
　僕がチョップの素振りを見せると吉川さんは頭部を守る姿勢をとった。
「僕は疑問じゃなくて答えだけが欲しいんですよ——だから早く答えだけください！」
「欲しがりサッくんだなぁ……。まあいっか——じゃあネタばらし」
　吉川さんはその場で居住まいを直し、人差し指をピンと立てた。
「サッくん、前提条件ってわかる？」
「前提条件？　聞いたことはありますが、意味まではなんとなくしか……」
「ある物事が成り立つための前置きとなる条件……って言えばちょっと難しいかもだけど、そもそもベッドの下にパンツがあったのは、今回の話の中で過程の出来事なの」
「いやもうさっぱりわからないですよ。なにが言いたいんです？　チョップくらいたいんですか？」
「ヒィッ！　ぜ、前提条件……シンプルに言うと、前置きかな？　サッくんはそのパンツがわたしのだって思ったのはなぜ？」
「そりゃあうちには吉川さんくらいしか来ないし、その——黒のレースとか普通に履いてそうだし……」
「それが前提条件。わたしがここに来ることと身につけていそうだなって考えがサッくんの中にあったわけだ」
「というかそれしか考えられないでしょ？」
　現にこの家に出入りしている女子っていったら吉川さんだけなんだし……。
「それがスコトーマの原理。心理の盲点ってやつね。わたしという存在がサッくんの思考を支配して選択肢を狭めてしまったの」
「つまりどういうことです？」
「実はね、そのパンツわたしのじゃないの」
「はぁっ？　じゃあいったい誰のなんですっ？」
「わたしの大学の友達の絵美って子のパンツだよん」
「……誰？　というか大学の友達のパンツがなぜこんなところにっ？」
「それがね、絵美がこの間終電逃したからってうちに泊まりにきたの。でもほら、わたしって他人を部屋に入れない主義の人じゃない？」
「おい、なんか自分を潔癖症だって言ってないか？　こっちは知ってるんですからね？　グッチャグチャにとっ散らかって謎の生物が大量繁殖してる『汚部屋』だって……」
「にゃはははー。というわけで、ここに泊めたの」
「なんですとっ？」
「ほら、サッくんって一度寝ると絶対起きないじゃない？　だから玄関のドアを針金てちょいちょいってして中に入れて、絵美を泊まらせ——ヘブンっ！」
　とんでもねぇなこの人……。なにがどうヤバいか、もはや形容できねぇ……。
　やってることほぼというか犯罪だろうがっ！
「いたたた……。そんなにほいほい女の子の頭にチョップを入れないでよぉー！」
「誰が悪い誰がっ！　本当だったらポリスメンに来てもらう案件ですよそれ！」
「ふんっ！　気づかない方が悪いんだよっ！」
「ピポパ。あーすみませんポリスメンですかー？　ここに度を越したヤバい人が——」
「ああんやめてっ！　ポリスメンだけは嫌なのー！」
「はぁー……。ポリスメンにチェーン付きのブレスレットをはめられたくなかったらさっさと洗いざらい話してください！」
「ううっ……。ヒドいよサッくん。まあそういうオラオラ系のサッくんも好きだけどー」
「はいはい……」
「それで絵美にはちょっと困った癖があって、酔うと勢いで脱いじゃうタイプなの」
「つまりアレですか？　その絵美さんって人は、うちに勝手に泊まったあげく、服を脱ぎ散らかして寝た後、パンツだけ履かずに帰ったと？」
「まあそういうことになるね。ということでわたしへの疑いは晴れたかなー？」
「パンツの件は晴れたけど、別件で罪状が増えましたが？」
「なんでっ？」
「自分の胸に手を当ててみろよ……」
　解決したどころか問題がさらに大きくなった気もするけど——まあいい。
「つまり、吉川さんが言いたいのは僕の前提条件が間違っていたということですか？」
　僕が吉川さんのパンツだと勘違いして、実際は吉川さんの友人のものだった、という前提条件の間違い……。
　周りに誤解されたと思ったら、僕自身が誤解していたってわけだ。
「そ。でもまだ半分かなー？」
「半分？　まだなんかあるんですか？」
「パンツが誰のかはこの際どうでもいいとして、見つかったあとも誤解は生まれてしまったじゃない？　実はその後が今回は重要なんだー」
「はぁ？　なにがです？」
「サッくんがそのパンツわたしのだって疑って、いきなりチョップしてきたでしょ？」
「まあ、そうですね……」
「だからね、サッくんは前提条件を間違えた上に、結果わたしを犯人だと勝手に思い込んだ。わたしは冤罪なのにー……しくしく」
　なるほど……。
　つまり僕は最初から最後まで思い込みで行動してしまったというわけだ。
　そして、思い込みで吉川さんにチョップをかましてしまった……。
　まあ、狼少年の寓話みたいに普段から誤解するようなことをしているこの人が悪いんだけど！
「真実は意図的じゃなかったにしろ、わたしはチョップされちゃったからねー！　チョップをっ！」
「それについては謝りますが——って、誤魔化されないぞ！　元はと言えばあんたが絵美って人をうちに勝手に泊めたりしなかったら起きなかった問題じゃないかっ！」
「にゃはははー！　そうかもねー！」
「そうかもねーじゃない！　この残念酒乱痴女ぉー！」
「キャアやめて！　襲うならせめて電気を消してっ！」
「いいや許さん！　ふざけんなこのぉー……」
　と、そのとき——
「すまん作太郎！　俺、親友のお前のことを信用しないで勝手に勘違い……し……て……——」
　たぶんそのとき、その場にいた全員の時間が一瞬止まった。
　腹が立って吉川さんに掴みかかる僕。
　掴まれそうになって嫌がる素振りを見せる吉川さん。
　そして、タイミング悪くその場を目撃してしまった本日二度目の登場の哲太……。
　……というか哲太。
　どうして貴様はこういつもいつもタイミングが悪いっ！
　せめてノックぐらいしろぉーーーーーー！

　この後どうなったのかはここでは割愛させていただきたい……。

　　◇　◇　◇

　なんというかどっと疲れてベッドに横になった僕は、真っ白な天井を見上げながら今日の一連　の出来事を思い浮かべた。

　前提条件の間違い。
　スコトーマ——心理の盲点。
　あらぬ誤解。

　……って、こっちはそれどころじゃないっつーの！
　明日から学校に行くのだってしんどいのにっ！
　榎本さんにどんな顔で会ったらいいんだ……。
　いやもう会うこともないか……。
　散々傷つけてしまったしなぁ……——と、そう思った次の瞬間、天啓が降りたとも言うべきか、僕の身体を一直線になにかが突き抜けた。
「僕は——まさか、そんな——」
　そう——わかってしまったんだ。
　僕を学校で今の状況に追い込んだやつがいる、ということを……。
「くそっ！　僕は踊らされていたってことかっ！」
　そしてヤツは今頃そっとほくそ笑んでいるんだろう。滑稽な僕の姿を見て……。
　考えれば考えるほど腹が立ってきた。
　が、ここは冷静に、慎重に。
　僕が怒れば怒るほど相手の思う壺だ。
　明日に備えて作戦を立てるんだ。
　そしてこの学校最強の恋愛マスターをハメ倒したやつに復讐を——……ん？　あれ？
　なんだか僕、恋愛マスターであることに誇りを持っちゃってない？








第三章　「恋は決闘。もし右を見たり左を見たりしていたら敗北です。」…だそうです


　休み明けの四月二十七日月曜日。
　僕はゆっくりとした足取りで学校に向かった。
　今朝は隣に哲太がいない。
　道すがら、僕は一人、嫌悪と好奇の視線を浴びせられる。
　ひそひそと僕を噂する声が聞こえてくるけど、誰も僕に話しかけようとしない。
　この状況はきっとやつの望んだ結果なのだろう。
　僕が周囲からの信頼を全てなくし、そして孤独になることを……。
「フッ……」
　思わず吹き出してしまった。
　皮肉にも、僕がしてきたことがこういう形で返ってくるとはね……。
　だがもう僕は決して揺らがない。
　次は僕のターンだ。
　今回の一件を引き起こした黒幕を引きずり出し、真実を白日の下にさらしてやる！

　　◇　◇　◇

　そして迎えた放課後。
　僕はある人物の元を訪れた。
「邪魔するよ」
　ここは第二ＰＣ室。
　果たして彼女はいつものようにそこにいた。
「友田……」
　春原杏里は僕の顔を見るなりバツの悪い顔をした。
「やあ春原。ちょっと話したいことがあって」
「な、なに……」
「まあ色々と……。そこ、座っていいかな？」
「うん……」
　僕は春原の近くの椅子に座り、春原に向き合う。
　やはり春原は僕と目を合わせようとせず、無心にキーボードを叩いている。
　プログラミングというやつだろうか？　なにかの英語や記号の羅列が恐ろしい勢いで入力されている。
「先週も会ったのに、こうして会うのはなんだか久しぶりな気がするんだ」
「そう……」
　春原は僕に構わずタイピングを続ける。無視しているわけではない。
　ただ努めて関わりを持たないように心がけている感じだ。
「覚えてる？　去年のことだけど——」
「世間話をしにきたの？」
「あ、いや。本題はべつにあるんだけど、その前に春原との思い出を語っておこうと思ってね」
「どうして？」
「これから僕は春原に嫌われちゃうかもしれないから……。心の整理をしておきたかったというか……」
「そう……」
　春原は手を止め、大きくため息をついた。
「わたしたちに思い出なんてあった？」
「考えてみれば大した思い出なんてなかったかもだけど、それでも僕は春原との時間を大切にしてきたつもりだよ？」
「友田、止めて……」
　春原は肩を震わせた。
「ほんとは全部わかってるんでしょ？」
「全部はわからない。どうしてもハマらないピースがあって、だからこうして春原に助けを求めにきたんだ」
「……」
「教えてくれるかい？」
　僕は一向に目を合わせてくれない春原に構わず続ける。
「——どうしてアオハルデストロイヤーズなんて存在しないものを僕に教えたの？」

　　◇　◇　◇

　ＰＣ室を訪れたあと、僕は春原を連れて『恋愛相談室』に訪れた。
　先客はすでにいて異様な空気に包まれていた。
　僕と春原が教室に入ると一斉に視線を向けられる。
「な、なぁ友田……なんで俺たちはここに集められたんだ？」
　戸惑うように最初に口を開いたのは哲太。その後ろには一条くんと高橋さん、そして春原もいる。
「えっと友田くん、俺、部活あるんだけど……」
「わ、わたしも図書委員の仕事が……」
　口々に聞こえてくる言葉にはどこか動揺が伺える。
　まあ、きっと状況が状況なだけに仕方ないよね。
「もうそろそろみんな集まるから待ってて。そろそろ残りの人たちも来るからさ」
「残りの人たち？　俺たちのほかにまだ誰かくるのか？」
「うん。哲太は悪いけどみんなの分の椅子を用意してくれないかな？」
「お、おう……」
　どこか気まずそうな哲太。昨日の件を気にしているんだろう。
　いちおう誤解は解けたはずだけどわだかまりまでは解けていないか……。
　——と、そのとき扉が開け放たれた。
「来てやったぞ友田！　あーしを呼びだすとはいい度胸……っててててて哲太くんっ？」
「よ、よお安藤さん……」
　勢いよく扉を開けて入ってきたのは安藤さんだったが、哲太の姿を見た瞬間、顔が赤くなったり青くなったりしていた。
「昨日は、その……」
「分かってるって。誤解だったんだろ？　その件は作太郎から聞いた」
　哲太はそう言って笑ったが、どこかぎこちない二人。
　そこでまた扉が開いた。
「遅くなってごめん！」
　申し訳なさそうに顔を出したのは河合先輩。そしてその後ろには——
「え？　どうして……？　これ、なんなの？　なんでこんなに人が集まってるの？」
　戸惑うように最後に入ってきたのは榎本さんだった。
「さて、これで全員集まったみたいだね。さあそれじゃあ始めようか——」
　僕は静かにそう言うと、みんなの視線が僕に集まった。

　　◇　◇　◇

「さて、みんなをここに集めた件だけど、ちょっとみんなに確認したいことがあってね」
「確認したいこと？　なにを？」
　高橋さんが控えめに口を開いた。
「僕を憎んでるかどうか」
「はぁ？」
　不服そうな安藤さんに僕は向き合う。
「安藤さんは僕のこと嫌い？」
「はぁー？　なんでいきなりそうなるんだよっ！」
「ごめんごめん、確認したまでだから。じゃあ高橋さんは僕のこと実は嫌いだったりする？」
「えっ？　わ、わたし？　わたしはべつに……」
「友田くん、いったいなにがしたいんだ？」
　一条くんが身を乗り出してきたので、僕はまた笑顔を作る。
「あーごめんごめん！　そんなつもりはなくて確認だから。一条くんは僕のこと嫌い？」
「い、いや、嫌いもなにもないけど……」
　今度は河合先輩のほうを向いた。
「じゃあ次は河合先輩」
「えっ？　わ、わたし？」
「僕のこと嫌いですか？」
「そんな！　わたしからすればいい後輩としか……」
「ありがとうございます。じゃあ次は榎本さ——」
「おい作太郎！」
　そこで哲太が口を挟んだ。
「たぶんこの中で俺が一番付き合い長いからはっきり言わせてもらうけど、今日のお前おかしいぞ？　マジでなにがしたいんだよ？」
　哲太は心配そうに僕に話しかけてきた。僕の気が触れたとでも思ったのだろう。
　でも心配はいらない。僕はいたって冷静だ。
「哲太は僕のこと嫌い？」
「……そうなりかけてる。そうやって人を試すようなことをするヤツは好きにはなれんな」
「そうか……」
「はっきりとなにがしたいのか言えよ。それと、お前の気が済んだらこんな茶番に付き合わされてる俺たちにちゃんと謝れよ？　わかったな？」
　哲太の声に苛立ちが混じっている。訳がわからないって感じだ。
「わかった。じゃあもう少し具体的にみんなを集めた理由を言おうかな。僕が本当に確認したいことというのは——」
　困惑、沈黙、苛立ち……様々な感情が入り混じる混沌とした状況の下、僕は深呼吸を一つしてはっきりとこう口にした。




















「——この中に、僕のことをハメたやつがいる！」

　　◇　◇　◇

「……プッ！　アハハハハッ！」
　一瞬の沈黙を破るようにいきなり笑いだしたのは安藤さんだった。
「なにそれバッカみたい！　あんたのことハメたやつがこの中にいるっ？　は？　あんたマジで言ってんの？」
「いたって本気ですが？」
　安藤さんは一人大笑いしているが他のメンツはただただ困惑の表情を浮かべたまま沈黙している。
「で？　こんな大勢の前で探偵みたいに推理を披露しようとしてんの？」
「ええ」
「あんたドラマの見過ぎ！」
「でも、事実だから仕方ないので」
「マジで自意識カジョー。あんたのことなんかハメて誰が得すんのー？　そういうの被害モーソーっていうんじゃない？　いい加減キモいんだけど」
「まあ、そう言われると思ってました。じゃあ安藤さんは帰って大丈夫です」
「はぁっ？　なにそれムカつくっ！」
　僕はいきなり安藤さんに胸ぐらを掴まれた。
「殴りたければどうぞ。それで気がすむのなら」
「ああそう？　じゃあ遠慮なく——」
「やめてっ！」
　榎本さんの声が教室に響き渡り、安藤さんは振り上げた拳をピタリと止めた。
「あん？　榎本……なんであんたが止めんだよ！」
「暴力はさすがにダメだよ……」
「あんた、こいつのせいで変な噂が広まっただろ？　こいつにムカついてねぇのかよ？」
「べ、べつにわたしは……」
「ふん……。優等生ぶって」
「ゆ、優等生ぶってなんか……」
「マジでさ、あんたのそういうところムカつくんだよ！」
「そんな……」
「よせよ安藤さん！」
　そこで哲太が止めに入った。
　榎本さんは涙目になりながら河合先輩の陰に隠れる。
「ねえ友田くん……。もうちょっとわかりやすく説明してくれないかな？　さっきからわたし、なにがなんだかこんがらがって……」
　さすがの河合先輩も困惑を通り越して多少怒り気味だ。
「河合先輩はどうしてここに呼ばれたかわかります？」
「わたしが友田くんのことを嫌いかどうか確かめるため？」
「それはもう済んだので河合先輩も帰っていいですよ？」
「ちょ……それどういうこと？」
「言葉通りの意味です」
「ここまで人を巻き込んでおきながら？」
「まあ、それについては謝ります」
「まあって、君ね……」
「じゃあ河合先輩は僕のことが好きですか？」
「そ、そんなわけないじゃない！」
　河合先輩は大声で怒鳴った。
　その光景に驚いた周りの人たちが河合先輩のほうを向く。
　僕だって驚きだ。あの河合先輩がこうも怒りを露わにするとは……。
「友田くんのことは嫌いじゃない！　でも、これはさすがにヒドいよっ？　自意識過剰とまでは言わないけど自分勝手すぎっ！」
「確かに河合先輩の言う通りですね。ではそろそろ本題に入ります」
　僕は深呼吸をひとつして一人一人の表情をそれとなく観察した。
　困惑、怒り、不安、猜疑心……それらの表情が一斉に僕に向けられている。
「まず最初に……みんなアオハルデストロイヤーズって知ってるかな？」
「そのことは作太郎、お前から聞いたな」
　哲太がそう答えると、「わたしも」と河合先輩も答えた。
「他の人はどうかな？」
　榎本さんや高橋さん、一条くんは顔を見合わせてなんのことかわからずにいるみたいだ。
「一言で言うなら青春の壊し屋……匿名の掲示板で、人の恋愛を邪魔する不特定多数の秘密結社のような集団のことだよ」
「そんな人たちがいるの……？」
　と、高橋さんが不安そうに口を開いた。
「いや、いない。ただのデマだよ」
　僕がはっきりそう言うと哲太が驚いた表情をした。
「は？　デマ？　いないって…どういうことだよ？」
「だからあれは全部嘘。アオハルデストロイヤーズなんて存在しないってこと」
「はぁ？　でもお前、自分で……」
「そうだ。僕はそういう存在がいるかもって可能性にすっかり踊らされていたんだよ。つまり、僕らはいないはずの敵に翻弄されて随分と回り道をさせられていたんだ、哲太」
「よくわからないな。もう少し詳しく教えてくれ」
「数日前、僕は春原からアオハルデストロイヤーズの噂話を聞いた。恋愛マスターの僕と対立する存在がいるってね」
「ああ……。それは俺もお前から聞いたけど……」
「ただ、そんなものは最初から存在していなかった。全部春原がでっちあげたのさ」
「でっちあげた？　なんで？」
　春原は否定も肯定もせず、ただ叱られた子供みたいにうつむいていた。
「春原、話してくれるかな？」
　多少の沈黙が流れたが、春原は観念したように口を開いた。
「……頼まれた」
「頼まれた？　誰から？」
　春原はゆっくりとその人物を見据えた。
「河合先輩……」
「っ……！」
　河合先輩の表情が急に強張る。
「えぇっ？　なんで河合先輩がそんなことを春原に頼むんだよっ？」
　哲太の驚きは当然の反応だ。動揺は他のメンツにも広がっていく。
　が、河合先輩は春原に告げられたこともあってなにも否定できない状況だ。
「春原、もう少し詳しく説明してくれないかな？」
「うん……」
　大勢の視線が一斉に春原に注がれる。
　この状況、居心地も悪いし緊張もするだろう。それでも春原はたどたどしく口を開いた。
「榎本さんの件、一条くんとの……その少し前くらい、ＰＣ室に河合先輩が来た。先輩とは話したことなかったけど、友田の共通の知り合いだから、少し知ってた……」
「それは河合先輩が榎本さんに、僕を仲介役で紹介してくれって頼まれた少しあとくらいのことみたい」
「時期はそれくらい……。いきなり来たから驚いたけど、友田の件って言われて、話を聞くことにした……」
「本当なの、凛ちゃん？」
　榎本さんが河合先輩を見ると、先輩はただ黙ったままコクンと頷いた。
「先輩はわたしにアオハルデストロイヤーズという存在がいるってこと、友田に伝えて欲しいって頼んだ……」
「なんでだよ？　どうして河合先輩はそんなことを？」
「それは……」
　哲太が聞くと春原は口ごもった。僕に遠慮したからだろう。
「いいんだ春原。みんなに話しても大丈夫だから」
「……友田、誰かと誰かをくっつけるたび、あまり表情に出さないけど、傷ついていた。河合先輩、実は友田が先輩のこと好きだったこと、途中から知ってたみたい……」
　それ、みんなの前でぶっちゃけられるとなんだか恥ずかしいな……。
　まあ、事実だし終わったことだから仕方ないけど、終わった恋バナをほじくり返されているみたいでなんだかキツい。
「河合先輩、そのことに気づいていながら友田に依頼したことを後悔していたみたいだった。友田に悪いことしたって……」
「それで恋愛マスターを止めさせるって話になったわけか？　敵対する組織がいるってでっちあげれば、作太郎がビビって引っ込むと？」
「うん……。わたしも真直でそんな友田を見てきた。自分の好きな人、誰かとくっつけるたびに友田が傷ついてるの、知ってた……」
「で、春原は河合先輩に協力した。わざわざホームページまで作ったのは組織の存在を信じこませようとして……」
「友田、わたしたちがなにを言っても恋愛マスターを止めないと思ったから……」
「まあ確かに。俺が言うのもなんだけど、作太郎はずっとそんなこと繰り返してきたからな……」
　哲太がそう言うと、奥にいた高橋さんと一条くんもばつが悪そうに下を向いた。
「友田くん……」
　河合先輩は僕を見た。
「君の気持ちを知っておいて仲人役をさせたこと、今更だけど謝ろうと思う……。杏里ちゃんと二人で君を欺こうとしたことも……。本当にごめんなさい……」
　急に河合先輩が頭を下げたので、僕や周りのみんなは驚いた。
「先輩、頭を上げてください。僕はもう過去のことは気にしていないし、今回のでっちあげの件も自分のためだと知って安心しているので」
「でも……」
　先輩の目から涙がこぼれ落ちる。
「先輩のこと、今更だけど好きでした。いつも明るくて誰にでも優しくて……そんな先輩に僕は憧れを抱いていました。僕は先輩をいっときでも好きだった自分を恥ずかしいと思っていませんので、そんなに謝らないでください」
「友田、くん……ごめっ……わたし……」
　こちらこそごめんって気持ちになる。
　過去形の告白なんて聞かされたって嬉しくないだろうから……。
　それにしても僕の人生二度目の告白が、まさかこんな感じになるとはな……。
　床に膝をつき泣き始める河合先輩を見て、みんないたたまれない表情をしていた。




















　一人を除いて……。
「いいや、俺は解せないな」
「哲太……」
　哲太は泣いている河合先輩と春原を交互に睨みつけた。
「言い方悪いかもしれないけど、あんたらが反省したところで作太郎の悪い噂が学園中に広まった事実は変わらないからな。こいつが積み上げてきた信頼を壊すようなことをして、みんなから嫌われる羽目になって、こいつと付き合いの長い俺としてはどうしても今回の件は許せない」
　哲太は本気で怒っているようだった。
　おそらく僕の悪いグループラインを流したのも河合先輩と春原の仕業だと思ったのだろう。
　他のメンツもいるし、哲太の誤解を解いておこうか。
「いいや哲太、あの悪い噂を流したのは彼女たちじゃないよ？」
「は？　この二人が流したんじゃないのかよ？　恋愛マスターの信用がなくなれば作太郎がもう仲人をしなくて済むってことで……」
「うん。悪い噂を流した人物は他にいる——というよりも彼女たちも被害者なんだよ」
「被害者？　どういうことだ？」
「踊らされていたのは彼女たちも一緒ってこと。そもそも前提条件を僕は間違えていた。手口が巧妙すぎて気づかなかったんだけど……」
「前提条件？」
「その件は榎本さんと高橋さんがよく知ってると思う」
　僕が発した言葉で、新たな疑惑と動揺が『恋愛相談室』に広まった。

　　◇　◇　◇

「あーもうわけわっかんねぇ！」
　急に安藤さんが叫んだ。
「被害者だとかゼンテージョーケンとか、マジで意味不なんだけど？　つーかもっとわかりやすく言ってよ。あーしバカだからさー」
　なぜだかイラついている安藤さんに僕は向き合った。
「ねえ安藤さん。僕の……いや、恋愛マスターの役割ってなんだと思う？」
「はぁ？　そりゃあ誰かと誰かをくっつける仲介ってとこ？」
「そう。僕は仲介役として今まで何組ものカップルを成立させてきた」
「は？　なに？　自慢？」
「どっちかっていうと皮肉かな？　僕自身は誰とも付き合ったことないしね」
「自分のアパートに女連れ込んでるだろーが」
「それは局所的な災害に遭ってるだけだよ……。ま、そのことは置いておいて、僕が今までやってきたことは安藤さんのいう通り仲介役。誰かから依頼を請けて、そのお膳立てをしてきたって感じ」
「ふーん……。それってすげーことなんじゃねぇの？」
「べつに誇れることじゃないよ。単に頼まれたら断れないだけだしね」
　そう。僕は人から頼まれたら断れない優柔不断で八方美人な性格なんだ。
　それでいて妙に凝り性だったりするから、仲介役は天職というよりも適職だったんだろう。
「例えばだけど、僕に仲介役を頼む人ってどんな人だと思う？」
「そりゃあ、好きな人がいるのになかなか踏み出せなくて、それでも告白を成功させたいってやつ……とか？」
「まあそんなところ。つまり、告白を成功させたいっていう前提条件のもと、みんな僕のところにやってくるんだ。……でも、もしその前提条件が間違っていたらどうかな？」
「間違う？」
　僕はゆっくりと榎本さんと高橋さんの顔を見た。
「つまり、告白を成功させたいってこと自体がフェイクだったらってこと」
「は？　なんでそんな意味不なことするんだよ？」
「それは俺も聞きたい……」
　恐る恐る口を開いたのは一条くんだった。
「それは、花音か榎本さんのどちらかが俺に嘘告白するために友田くんを利用しようとしたってこと？」
「まあ、それに近いかな？」
　すると榎本さんと高橋さんは同時に立ち上がった。
「ヒドい！」
「わたしたちがそんなことするはずないよっ！」
　僕に向けられる敵意。
　が、恋愛マスターの僕にはわかる。
　彼女たちは真実に迫られて焦っているんだ。
「そもそもタイミングが良すぎたんだよ。ほぼ同時にやってきた依頼、グループＬＩＭＥで広がった一条くんの中学時代の誹謗中傷、そして僕の悪い噂……。意図的に誰かが仕組んだとしか考えられないんだ」
　それまで黙って聞いていた哲太が口を開く。
「確かにな……。榎本の失恋……いや、高橋さんの告白が成功した翌日には友田の噂が広まってたし、俺も噂が回るのが早すぎるとは思ってたんだ」
「とりあえず、二人の間でどんな話が取り交わされたのか教えてくれないかな？」
　高橋さんは眉をしかめた。
「わたしが榎本さんとなにかを画策したということ？」
「僕はそう睨んでる」
　一条くんは高橋さんの顔を見た。
「花音、まさか……」
「違うよ一条くん！　わたしは本気で一条くんのことっ！」
「だったら本当のことを話してくれ！　俺、もうなにがなんだか……」
　一条くんが困惑するのも無理はない。
「そもそも高橋さんの仲介役を僕は断ったんだ。先に榎本さんが来て一条くんとの間を取り持ってほしいと頼まれたからね。結果的に付き合うようになったのは一条くんと高橋さんだけど」
　そこで哲太がはっとした顔になった。
「つまり……作太郎をハメたのは——」
　どうやらみんな気づいたらしかった。
　みんなの視線が一気にその人物に集まる。

「——残念ながら榎本さん、君だね？」

　　◇　◇　◇ 

「もう一度聞くよ？　榎本さん、僕をハメたのは君だね？」
　僕がそう言うと、榎本さんはただ黙ったまま悲壮感のこもった瞳で僕をじっと見つめていた。
「言いたくないならべつにいいよ。代わりに僕の考えを聞いてくれるかな？」
　榎本さんはやはり黙ったままだった。
「まず前提条件だけど、実のところ榎本さんは一条くんに対して好意を持っていなかった、と仮定しよう。哲太、この場合どうして榎本さんは僕に仲介役をお願いしたかわかる？」
「そうだな——まあ、端的に言えば高橋さんの告白をキャッチして未然に防ごうとした。まあ理由まではわからないけど。あるいはお前に取り入るためか、陥れるためか……」
「それをしたら榎本さんにどんなメリットがあると思う？」
「わかんねぇな——あ、そういや榎本は風紀委員だったよな？　恋愛禁止、誰かと付き合うのは不純異性交遊だー的なので阻止しようとしたとか？」
「でも、仮にそうだとしても、だったら一条くんとの仲を取り持った結果、一条くんと榎本さんの二人が付き合いだしたら本末転倒じゃないかな？　そもそも僕が仲介役をしていた時点では途中まで勝ちゲーだったわけだし」
「確かに……。恋愛禁止にしているはずの風紀委員が男子と付き合うわけにはいかないわな」
「とういうかそもそも校則は恋愛禁止じゃないし」
「まあ、そうだよな——ん？　そ、そういうことか！」
　どうやら哲太は気づいたようだ。
「気づいた？　でもま、結論を急ぐのは早いよ。ここは高橋さんに聞いてみよう」
「わ、わたし？」
　みんなの視線が今度は高橋さんに向いた。
「わたしはなにも知らないよ！」
「ううん。高橋さんは知らないんじゃなくて上手く操作されたんだ。河合先輩みたいにね」
「えっ？　そ、操作された？」
「まず、どうして高橋さんは僕のところに来たの？」
「それは仲介役をお願いしようと思って……」
「ううん。僕が聞いているのはそれ以前。どうして一条くんに告白しようと思ったの？」
「えっと——一条くんに告白しようとしている子がいるって聞いたから」
「誰から？」
　すると高橋さんは言葉の代わりにその人物の方に視線を向けた。
「話しづらいんでしょ？　大丈夫、調べはついてるから。去年同じクラスだったんだよね？　——榎本さんと」
　僕がそう言って榎本さんに視線を向けると、教室中がざわついた。
「二人、知り合いだったのかっ？」
　どうやら哲太も知らなかったみたいだ。
　そりゃそうか。同じクラスだったらまだしも、別のクラスの生徒なんていちいち覚えていないしね。
「二人の接点が見つかったところで、そのときどういう話をしたのか教えてくれる？」
「う、うん……。久しぶりに榎本さんが図書室に来て話したの。一条くんとの関係はどうって。前にわたしが彼のことを好きだって話してたから、榎本さんは知っていて……。あとは話した通り、一条くんのことを好きだって女の子がいて、友田くんのところに近々相談に行くって聞いていたから……」
「そうか。それで僕が高橋さんの依頼を断ったことで確信を得た——というより、確信を得るために僕のところに来たんだね？」
「うん。やっぱり噂は本当だったんだなって……」
「そっか……。少し話は飛ぶけど、高橋さんの告白が成功した後、榎本さんのところに行ってなにかを話したよね？」
「ああ、それなら俺も見ていたぜ？」
　哲太がそう言うと高橋さんはコクンと頷いた。
「友田くんの噂を聞いて榎本さんを問い詰めたの。どうして図書室に来たとき一条くんに好きな人がいるって自分のことだと教えてくれなかったのって……」
「僕の噂が流れるまで、一条くんに告白しようとしている相手が榎本さんだと知らなかったんだね？」
「そう——どうしてこんな回りくどいことをしたんだろうって……。そしたら榎本さんが、こうでもしないとわたしが告白に踏み切らないからって……」
　哲太が口を開いた。
「榎本さんが高橋さんに発破をかけたってわけか？　……ん？　ちょっと待て。だったら一条くんの噂を流したのは——」
　哲太の視線の先にみんなの注目が集まる。
「——やっぱ、榎本さんか……」
　哲太はそう言ったが僕の見解は違う。
「哲太、それは違うよ。噂を流したのは別の人物。そもそもそんなことしても榎本さんにメリットはないからね？」
「いや、だってよ、告白が未然に防がれて得するのは、好きでもないのに告白しようとしている榎本と、告白を阻止したい高橋の二人だろ？　ほかに誰が得するんだよ？」
「例えば……僕とか？」
「おいおい……」
「まあそれは冗談だけど、もう一人、榎本さんの告白を先延ばしにしたい——いや、高橋さんの告白を早めたい人物がいるだろう？」
「先延ばしにしたいって、まさか——」
　哲太がそう言うと高橋さんも席を立った。
「そんなっ！」
　どうやら高橋さんも気づいたらしかった。
　高橋さんの告白を早めたい人物なんて一人しかいない。
　高橋さんは、さっきまで支えにしていたはずの一条くんから徐々に身を引く。
「そんな……輝くん……嘘、だよね？」
「か、花音、なにか誤解しているよ？」
「いやっ！　近づかないでっ！」
「た、頼む！　俺の話を聞いてくれ！」
「おっと！　ちょっと待った！」
　一条君が高橋さんに近づこうとした瞬間、哲太が間に割って入った。
「まだ話の途中だろ？　大人しく座っておけよ」
「そこを、どいてくれないかな渡辺くん……」
「悪いが作太郎の話を聞く方が先だ——」
　哲太がそう言うやいなや、一条くんの拳が振り上げられた。
「どけって言ってんだろぉー！」
　哲太の顔に一条くんの拳が突き刺さる瞬間、哲太はそれをすんででかわし、逆に一条くんの胸ぐらを掴んだ。
「お前、いいから黙って座っておけ……」
　哲太が一条くんの耳元で低い声を出した。
　一条くんは顔を真っ青にし、額から汗を流している。よっぽど動揺しているみたいだ。
「作太郎、続けろ」
「ありがとう哲太……。ごめん高橋さん、怖い思いをさせて……」
　高橋さんは腰が抜けたように床に座り込んだ。
　さっきまで立ったままだった安藤さんが「大丈夫か？」と高橋さんに寄り添っている。
「これでピースは一通り揃ったみたいだ。それじゃあ一つ一つ組み合わせてみるね？」

　　◇　◇　◇

「いちおうここまでをまとめると、僕の推理だと、僕をハメた実行犯は榎本さん。そして黒幕は一条くんだったってわけ」
　僕が淡々とそう言うと、重々しい空気が流れた。
「さて、一つはっきりさせたいことがあるんだ。今回の件で誰が誰のことを好きかってこと」
　僕は人差し指を立てた。
「まず榎本さんは一条くんのことが好きじゃない」
　これだけははっきり言える。
　けど、榎本さんは相変わらず無言を貫いていた。
「ただ一点、一条くんは高橋さんのことが好きで、高橋さんも一条くんのことが好きで、両想いだったってこと。お互い両想いで、少なくともこの数日間は上手くいっていた」
　恋は盲目だって聞くけど、無理やり目を覚まさせるようなことをしてちょっとだけ気が引ける。
　でも、これは高橋さんのためでもある。
　その後の二人の関係は二人で決めたらいい……。
「でも、それは作為的に作られた関係だった。全ては一条くん、君が仕組んだんだよね？」
「そんな、僕はただっ！」
「お前は黙ってろっ！」
　哲太が一条くんに怒鳴ったことで周りの女子たちが震え上がる。
　本気で怒った哲太を見るのは僕も初めてだ。
　ほんと、頼りになるやつで助かったよ、親友……。
「一条くんの気持ちまで嘘だとは言ってないよ？　ずっと高橋さんのことが好きだったんだよね？　でも、中学時代のこともあって、二人の関係はなかなか進展しなかった。二年になって別々のクラスになって余計に疎遠になっちゃったし、君自身高橋さんに告白したところで成功しないだろうことはわかっていた」
　一条くんはもうどうにでもなれって顔をしている。
　僕の推測もあながち間違っていないということだろう。
「そこで君は榎本さんに協力を頼んだ。もともと三人は同じクラスだったし、高橋さんと榎本さんがよく話していたのも知っていたんだよね？」
「……だったらどうしたって言うんだよ？」
　一条くんの目が血走っている。
「筋書きはこうだ。まず榎本さんに頼んで高橋さんをけしかける。そして榎本さんは僕のところに来て偽告白の依頼をした。恋愛マスターである僕を利用することで高橋さんはよりいっそう焦るだろうからね。運良くその後に高橋さんがやってきて、恋愛相談というよりも事実確認。まんまと高橋さんを焦らせることに成功。ここまでは順調な流れだった。でも、イレギュラーなことが起きた」
「イレギュラーなこと？」
　哲太が首をかしげる。
「告白の予定が早すぎたこと。なにせ僕はほとんど全ての部活動の活動場所と休日を把握してるからね。いきなり明日って言われた一条くんはそこでミスを犯した。時間を先延ばしにしたかったら、来週で、とかでもいいよね？　でも、告白を先延ばしにする理由がその場で思い当たらなかったんじゃないかな？」
「っ……」
　一条くんの表情を見たらどうやら図星だったらしい。
　唇を真一文字に結んで黙ったままだったけど僕から目線を逸らしたのではっきりした。
「そこで一条くんは噂を流した」
「おいおい、それって……」
　哲太が一条くんの方を見る。
「そう。全部一条くんの自作自演だよ。高橋さんが告白するまでの時間稼ぎに中学時代の自分の噂を自分で流したんだ」
「なっ……」
　哲太含め、みんな思わず言葉を失ったみたいだった。
　冷静に考えれば、さすがにそこまでするか、という疑念すら浮かびそうなこの状況で、誰一人声を上げようとしなかったのは、当の一条くんが反論もせず沈黙していたから。
「僕はそのあと榎本さんに告白をしないと言われた。でも、僕としては真相を確かめたかったし、その上で榎本さんの告白を成功させたかったからすぐに一条くんの元に行った。一条くんの話を聞いて感銘を受けた僕は、一条くんが素晴らしい人だって榎本さんの誤解を解いちゃったんだ」
　まあ、榎本さんだったら一条くんが自分で噂を流したことくらいお見通しだったのかもしれないけど。
「そして僕はその話を聞いて高橋さんのところに行った。告白は明日の放課後だって伝えた……いや、これは僕の身勝手な行動だから一条くんを責めるのはお門違いだよね？　僕が甘かったんだよね？　結果的に高橋さんをけしかけちゃったわけだしね？」
　自分を責める言い方をしながらも僕は腹の底から怒りが湧いていた。
　自問してみる。
　どうして腹が立つんだろう？
　プライドが傷つけられたからかな？
　一条くんにまんまと誘導されてしまったというのなら、僕も恋愛マスターとしてまだまだだったってことだし、掌の上で踊らせられていたというのなら僕の失態だ。
　それにしても、なんだろう、この腹の底から込み上げてくる怒りは？
「なあ作太郎」
「え？　あ？　なに？」
　哲太に声をかけられて僕ははっと我に返った。
　どうやら僕は怒りで我を忘れかけていたらしい。
「もう一つ気になってたんだけどよ、結局お前の悪い噂流したの、誰だ？　この中にいるのか？」
「ああ、そうだったね？　まあ、今更どうでもいいことなんだけど」
「いいや良くねぇ。俺はそんなことをしたやつが許せねぇ。曲がりなりにもお前は俺の親友だ。だったらお前を傷つけたやつを、俺は絶対に許せねぇ！」
「哲太、拳を収めて……。僕はもう気にしていないから」
「でもっ！」
「哲太、この際だから言っちゃうけど、その件は僕にもわからないんだ。愉快犯だったら、この場合この中の誰でも可能性はあるだろうし……」
「お前の推理じゃ河合先輩や春原じゃねぇんだろ？」
「それは僕がそう思いたくなかっただけ。あと、少なくとも安藤さんにはメリットがないってことくらいしかわからない……」
　もちろん損得で考えればだ。
　証拠がない以上、誰にだって可能性がある。
　もちろんこの場にいない人間かもしれないし、僕自身の自作自演って可能性だって捨てきれない。
「つーことは、一条、高橋、榎本の三人のうちの誰かかっ？」
「わ、わたしは違うわっ！」
「お、俺もそんなことしてないっ！」
　慌てた様子で弁解する高橋さんと一条くん。
　ただ一人、榎本さんだけは違っていた。
「——友田くんの話だと、噂を流したの哲太くんも有り得るってこと？」

　　◇　◇　◇

「はぁ？　なんで俺がっ！」
「友田くんはさっき言ったよね？　この中の誰でも可能性があるって……」
「だからなんで俺なんだよっ！」
「愉快犯……」
「おい、いい加減にしろよ榎本……女だからって言っていいことと悪いことがあるぞ？」
「ちょ、ちょっと二人とも——」
　僕が止めに入ると、
「女だからとかそんなこと関係ない！」　
　と、榎本さんは毅然とした態度で哲太に向き合った。
「そもそもこれって全部友田くんの推理だよね？　だったら証拠は？　渡辺くんは証拠もないのに人を犯人扱いするわけ？」
　うわー…痛いところ突かれちゃったなぁ……。
　そうなんだよ。
　これだけ言っておいてなにも証拠ないんだもんなぁ……。
　つまり、必要なのは犯人の自供だけ。
　榎本さんには気づかれていたみたいだ。
「俺は作太郎を信じてる！」
「そんなの証拠にならない！」
「ならなくてもいい。俺を犯人扱いするって言うなら、俺が犯人を見つけ出してきっちりと落とし前をつけさせる！　もちろん榎本、お前が犯人だってわかったら、そのときはわかってるな？」
「わたしは脅しなんかに屈しない……。でも、わたしがもし犯人だったらそのときはなんでもするわ！」
「その言葉、忘れんなよ？」
　そう言いながらも哲太は「チッ」と舌打ちして一人イラついていた。
　疑われたのがよほど気に食わなかったんだろう。
　愉快犯……きっと哲太じゃない、よね？
　でも哲太も状況的に犯人の可能性だってあるしなぁ……。
　なんて考えていたら、榎本さんが不意に振り、申し訳なさそうに頭を下げた。
「ごめん、友田くん……」
「あ、えっと……急に謝ったりしてどうしたの？」
「友田くんの推理通り、友田くんを利用したのはわたしだったから……」
「え……？」
「ちょっとハルっち！」
「ちょっと待ってくれ！」
　僕が驚くと同時に、河合先輩と一条くんも驚いてみせた。
「ごめん二人とも……。でももう無理。これ以上友田くんを苦しめたくないの……」
　榎本さんの瞳から一筋の涙が白くて細い顎に流れた。
「一条くんとの件、ほとんど友田くんの言う通り……。一条くんに相談されて、わたしが動いたの……。友田くんの推理の中でただ一つ違っていたところは、わたしも一条くんが好きだったってこと……」
「そうなんだ？　でもじゃあなんで高橋さんとくっつけようとしたの？」
「大好きな人の幸せを優先させただけ！」
　そうか……。
　僕と同じ考え方の人がもう一人いたんだな……。
「ごめん、凛ちゃん……わたし、凛ちゃんのことも言わないといけない」
「ハルっち……」
　河合先輩はなにかを言いかけ、胸元でキュッと拳を握る。
　覚悟というより諦めと言った方がいいのか、河合先輩はそれ以上なにも言わなかった。
「たぶん友田くんならとっくに気付いていると思うけど……」
　僕はため息を一つ吐いた。
「その可能性はほぼゼロだと思ったけど……やっぱり？」
「うん……。ごめん凛ちゃん、わたしの口から言ってもいい？」
「……」
　河合先輩は黙ったままだったが、やがてゆっくりと首を縦に降った。
「友田くんはそもそも、凛ちゃんが矛盾してるって気づいてた？」
「あ、うん、いちおうは……。春原から話を聞くまで気づかなかったけど……」
「凛ちゃん、前に友田くんと会ったとき、わたしを紹介したって言ったんだよね？　あれ、嘘なんだ。そもそも凛ちゃんは友田くんに恋愛マスターをやめさせたがってた。友田くんが実は傷ついてるって知ってたからね……」
「それで嘘というのは？」
「わたしが凛ちゃんに、凛ちゃんが紹介したってことにしておいてって頼んだの」
「それはなんのために？」
「そうすれば凛ちゃんと友田くんの間に共通の話題ができるし、わたしという存在を通じて凛ちゃんが友田くんに近づくきっかけができるって……」
「つまり、それって……」
「——凛ちゃんは友田くんのことが好きなの」　
　僕は河合先輩の方を向いた。
　不意に目線がかち合う。
　河合先輩は顔が真っ赤に…とはならなかった。
　泣いた後の赤く腫れあがった目と青白い表情。
　それはどこか寂しそうな兎のようにも見える。
　しばらく顔を見合わせたが、河合先輩は「ごめんなさい」とだけ言い残して教室から出て行った。
　その様子を見てなにかを感じ取ったのか、春原もゆっくりと扉の方へ向かう。
「す、春原？」
「友田……ごめんなさい。いつもボッチなわたしのこと、気にしてくれていた……。いつも頼ってくれた……。でも、違う。本当は、わたしの方が友田のこと頼ってた……。でも、騙すようなことして……もう顔向けできない」
「そ、そんなこと僕は気にしてないってば！」
「ううん……。わたしが気にしてる……。だって、わたし……ううん。やっぱりなんでもない……ごめん、友田……」
　そう言って教室から出て行く春原。
「わたしも帰るね……」
　今度は高橋さんが出て行こうとするが、一条くんが引き止める。
「な、なあ花音……」
「気安く名前を呼ばないで！」
「ち、違うんだって……俺はただ君のことを……」
「もうこんなゲームに付き合うなんてうんざり！　どうせわたしのことなんか、わたしのことなんか……」
　高橋さんは眼鏡を外し涙を袖で拭った。
「高橋さん……ううん、花音ちゃん……ごめんね……」
　榎本さんもいたたまれなくなったらしい。
　高橋さんにかける声が震えていた。
「小晴ちゃんが謝ることなんてないよ……全部、この人が悪いんだから……」
「それは違うよ！　一条くんは花音ちゃんのことをっ！」
「たとえそうだとしても、わたしは誰かの犠牲の上に立ってまで幸せになんてなりたくない……」
　一条くんまで涙目になっていた。
　高橋さんとの別れを身にしみて感じているんだろうか。
「犠牲って、もしかして僕のこと？」
「わたしも人のこと言えない……。友田くんのこと、利用しちゃったし……」
「僕は犠牲になったなんて思ってないよ？」
「ううん……わたしもこの人と同罪だから……ごめん、友田くん……」
　そう言うと高橋さんはよろよろと力なく教室から出て行った。
「ちょっと待てよ花音！　まだ話は——」
「いいや終わった。お前、見苦しいぞ？」
　高橋さんの後を追おうとした一条くんの前に哲太が立ちはだかった。
「だから邪魔するなって言ってるだろうっ！」
　今度の一条くんの拳は哲太の頬をとらえた。
　殴られた哲太は顔をしかめているが、やり返そうという意思はないらしい。
「いってぇー……」
「わ、悪いっ！　ついカッとなって……」
「それは俺も同じだ。さっきは俺もついカッとなっちまったし、これでおあいこだな？」
「渡辺くん……」
「いろいろ冷静になって考えたらさ、たぶん俺もお前と同じ立場だったら、惚れた女を手に入れようとして同じことしてたと思うし……」
　そう言って哲太は泣き崩れた一条くんの肩に手を置く。
「さ、腹も減ったし、なにか食って帰ろうぜ？　な？」
　哲太は冷静を装っているが付き合いの長い僕にはわかる。
　哲太がなにかに腹を立てているってことくらい……。
「なあ哲太……僕は哲太のこと疑ってないから」
「それ聞いて安心した……」
「あ、あとさ——」
「でも、そこの榎本が言う通り俺にもお前の噂を流したって疑惑がある以上、その疑惑を晴らすまではお前のこと親友だって名乗れねぇ」
「そんなこと気にするような間柄じゃないだろ！　僕の噂なんてどうだっていいよっ！」
「なあ作太郎……。だったらお前、どうしてあの場で安藤さんだけじゃなくて俺にも可能性はないって否定しなかったんだ？」
「っ……！」
「俺たちの間柄はお前の言う可能性に負けたんだ。その程度の付き合いだったのかって思ったら、ちょっと残念だった……」
「ご、ごめん哲太！　僕はそんなつもりじゃ……」
「いいさ。お前といて楽しかったぜ、元親友……」
　哲太は寂しそうに笑いながらそう言うと、力なく立ち上がった一条くんを連れて教室から出て行った。
「あーしもなんかだるいし帰るわー」
タイミングを見計らうようにして安藤さんも教室から出て行く。
特に引き留めはしないけど、安藤さんもなにか思うところがあるらしい。
とりあえず、哲太との関係を取り持ってほしいなんてことはもう言ってこないだろうな……。
　果たして、ガラガラになってしまった教室には僕と榎本さんだけが取り残された。

　　◇　◇　◇

　こういうのを余韻というのだろうか？
　僕の視界はぼーっとして焦点が定まらない。
　僕の目には、開けられたままの教室の扉といつの間にか差し込んできた夕日しか映っていない。
「あの……大丈夫？」
「あ、うん……。割と平気、かな？」
　心配そうな榎本さんに対し、僕は笑顔を作ってみせる。
　だが、僕の作り笑いを見て、榎本さんは余計に心配そうな顔をしてみせた。
「無理しちゃダメだよ！　さっきので一番傷ついてるの、友田くんだもん！」
「あははは……傷ついてるのはみんな一緒だよ……」
　僕はどっと疲れ、近くにあった椅子に座った。
　榎本さんも僕の横にあった椅子に静かに腰掛けた。
「結果的に、河合先輩と春原の心には罪悪感しか残ってないし、これから会うのはなんとなく気まずいよね？　高橋さんはもちろんだけど、高橋さんに振られた一条くんにも合わせる顔がないよ。哲太は……いや、僕は哲太を疑っちゃった……。きっともう許してくれないだろうな……。だったら安藤さんに頼まれた依頼は断らなきゃ……」
　そっか。
　改めて脳裏に思い浮かんだ彼らの顔を見て僕は全てを悟った。
　僕はたぶん全てを失ったんだ。
　親友も、友人も、先輩も、そして周囲からの信頼も……。
　学園最強の恋愛マスターと称され、何組ものカップルを誕生させるたび、僕は何度も自分に問いかけてきた。
　なんでこんなことしてるんだろうって……。
　信頼されているから？
　信頼？
　信頼ってなんだろう？
　信頼なんて全部なくなれば身軽になるだろうと思っていたけど、全部なくなったらなくなったでちょっと寂しい自分がいる。
　結局僕は、ただただ欲張りなんだと思う。
「今、どんな気分？」
「僕はたぶん、悲しい気分なんだと思う……」
　ああ、でも涙が出ないのはなんでだろうな？
「あの、友田くん？　悲しいのにどうして笑ってるの？」
「さあ……。でも昔からよく言うじゃん？　人ってさ、本当に悲しい時、絶望したときは笑うしかないって」
　榎本さんは心配そうに僕を覗き込む。
「友田くんは何に絶望しているの？」
「全部、失ったこと……」
その瞬間、なにか温かくていい匂いのするものが僕を優しく包んだ。
少しして、僕は榎本さんに抱きしめられていると自覚する。
「えっと……榎本さん？　どうしたの、急に……？」
「ごめん、友田くん……」
「どうして榎本さんが謝るのさ？」
「わたしが巻き込んだから……」
「そんな。これは僕が招いた結果だから……」
「ううん、わたしのせい！」
　僕を包む榎本さんの腕にさらに力が入った。
「でも、大丈夫。友田くんなら、きっと大丈夫だから……」
「そうかな？　もう後の祭りのような気もするけど……」
「まだ終わってないよ。だって——」
　榎本さんの声は、慈しむように、優しく僕の耳に響いた。

「——友田くんにはわたしがいるもん……」

　榎本さんは腕を解き、徐々に僕から距離をとる。
　横を向くと、彼女の顔がすぐそばにあった。
　そして、目を閉じ、そっと唇を差し出してくる。
　彼女の顔は真っ赤だ。
　きっと僕が次にどうするかを期待して待っているんだろう。
　そっと榎本さんの肩にそっと手を置く。
　そしてゆっくりと——距離をとった。
「え……？」
　悲しみに揺れる瞳、そして切ない表情。ほとんど泣きそうだ。
「どうして……？」
「どうしてって……こっちが聞きたいんだけど？」
　僕はそっと立ち上がった。
　そして榎本さんから二歩、三歩と距離をとる。
「どうしてそんな演技をしてるの？」
　すると、榎本さんの表情がぐにゃりと歪み、僕を嘲るような、それでいて勝ち誇ったような表情をした。

「あーあ、もうちょっとだったのにー……。なんでわかっちゃったの？」




















　これが彼女の正体か……。
　僕は思わず足が震えそうになる。
「世の中そんなに都合よくいかないってこと、嫌ってほど経験してますから——」
　僕はふぅーとため息を吐き、榎本さんに負けじと笑顔を作る。
「なんせこちとら学園最強の恋愛マスターですからね？」








終章　「この世界にはあらゆる形の愛があるが、同じ愛は二つとない。」…だそうです


「さて、じゃあ榎本さんの正体がわかったところで、どうして僕を——いや、僕らをハメ倒したのか教えてもらえるかな？」
　僕は目の前で不敵に微笑む榎本さんに問いかけると、彼女はふふんと鼻を鳴らした。
「そんなこと、ご自慢の推理力で当ててみたら？」
「そう？　だったら僭越ながら——あ、でも違ってたら違うって言ってくれたほうが嬉しいかな」
「まあ、それは内容次第かな？」
　第二ラウンド？　いや、これはラスボス戦だ。
　僕にはもう失うものはなにもない。
　後戻りはできない。
　だったら前進あるのみだ。
　気を引き締めろ。
　僕は自分を奮い立たせ、目の前でほくそ笑むこの悪魔に対峙する。
「まず君の目的だけど、僕を完全にこの学園から孤立させることが目的だよね？」
「どうしてそう思うの？」
「僕が完全に孤立したから。もっとも、僕は君の手の平の上に乗っかったんじゃない。僕自身がその選択をして、君の言葉に同調し、逆に利用させてもらった」
「へぇー……。どうして自分から孤立する選択肢をとったの？」
「本来の君をこの場に引きずり出すため。案の定、君はこうして教室に一人残って、心傷の僕に優しい言葉をかけて虜にしようとした。でも詰めが甘かったね？　友田くんにはわたしがいるもんって、そこまで君と僕は深い関係だったっけ？　さっき一条くんを大好きだって言っておきながらすぐに鞍替えするような子は、僕は信じられないな」
「でもイーブンじゃないよね？　友田くん、本当に孤立しちゃったわけだし」
「まあね。刺し違えてでも本当の君と話してみたかったから」
「クスクス……。やっぱり友田くんって面白い！」
　そう。代償は十分すぎるほど払った。
　教室を去って行った中で、今後僕に自分から話しかけていこうとする人はいないだろう。もっともそれは、僕の悪い噂を信じている全校生徒たちも一緒なのだろうけれど。
「それで、どうして君を孤立させる必要がわたしにあるの？」
「一番知りたいところはそこだけど、さっきのキスシーンで一つだけわかったことがあるよ。君は僕を使ってなにかゲームをしていたってこと」
「違う……と言いたいところだけど当たらずとも遠からず。そう。これはゲームに近いかなー？もちろん友田くんを落とすためのね？」
「そうか。落としたらその次はどうするつもりだったの？」
「恋人になって、デートして、数年後には結婚ってところかなー？」
「あまり嬉しくはないけど、いちおう告白として受け取っておくよ——その上でお断りさせていただくことにする」
「どうして？　わたしって見た目も可愛いし、スタイルだっていいほうだと思うんだけどなー？」
「自分でそれ言う人にロクなやつはいないって、これ僕の持論」
「友田くんが望むなら、わたしのこの身体、好きにしていいんだよ？　あ、勘違いしてほしくないんだけどわたしはいちおうヴァージンだからね？」
「すごく魅力的な提案だけど遠慮させてもらうよ。というより、榎本さんには僕よりももっと相応しい人がいるんじゃないかな？」
「その相応しい相手に君を選んだの」
「僕が相応しい？　どうして？」
　榎本さんはすっと椅子から立ち上がった。
「だって君、壊れてるもん」
「僕が壊れてる？」
「自覚ない？　実はね、わたし、去年から君のことずっと見てきたんだ」
「そんなに前から榎本さんに注目されていたとは気づかなかったよ」
「気づかれないようにしたんだもん。それでね、友田くんを見ていてわかったことがあって……」
「というと？」
「君、自分の好きな子でも平気で他の男にくっつけるよね？」
「それは、まあ……」
　とりあえず、君もその中の一人なんだけどね、とは言わないでおいた。
「どうして？　本当に好きじゃなかったの？」
「僕以外の誰々くんを紹介してって頼まれた時点で僕の恋愛はその場で終わってるんだ」
「一度は好きになった相手なのに、そのあたりまったく執着がないよね？」
「そんなことはないよ？　好きになった子に幸せになってほしいから必ず成功させるつもりで仲介役を引き受けてたんだ。まあ形はいびつだけど、これが僕なりの誠意と言いますか……」
「そこが壊れてるって証拠。普通さ、どんな手を使っても好きになった相手と付き合いたいって思わない？」
「いやー……。世間一般の普通と僕の普通は違うかもしれないし」
　このくだり、そういえば前にもあったなぁ……。
「わたしは違うよ。どんな手を使ってでも相手を手に入れたいと思うもん」
「だったらさ、どうして直接僕に告白してこなかったわけ？」
　そう。
　どうしても僕はそこが知りたかった。
　どうして榎本さんは僕を孤立させた上で手に入れようとしたのか……。
「もしかして、学校中の嫌われ者になった僕を受け入れることで、周りからの評価を高くしたかったとか？」
「そんなことで評価が上がるわけないよー。むしろ評価が下がっちゃう方だしー」
「ですよねー……。だったらどうして？」
「教えてあげる代わりにわたしと付き合ってくれる？」
「君と付き合うくらいなら一生知らなくてもいいかな？」
「ヒドっ！　……なーんて、これはちょっとずるい条件交渉かなー？」
　ずるいって、今更この人はなにを言っているんだろうねー……。
「話してもいいけど、このことって誰かに話したりする？」
「話したところで僕の言葉を信じる奴なんて誰もいないってこと、わかってて言ってるよね、それ？」
「ふふーん。さすが自分の立場をよくご存知で」
「自分の正体を現しておいて何を今更……」
　榎本さんは教卓に座るとわざとらしく足を組み直した。
　僕が黒ストッキングに弱いこともおそらくリサーチ済みなのだろう。

　　◇　◇　◇

　ややもしてすっかり教室から日の光が消えていた。
　僕は教室の電気をつける。
「で、大好きな僕を孤立させた理由は？」
「独占欲」
「は？」
「知らない？　人間の三大欲求の次の三中欲求、金、名声、独占の中の一つだよ」
「いやさすがに独占欲は知ってるよ」
　三中欲求っていうのは生まれて初めて聞いたけど……。
「わたしって、こう見えて欲張りなの」
「と、おっしゃいますと？」
「欲しいものはなんでも手に入れたいんだ。手に入らないものならなおさらね？」
「わからないな……。言ってはなんだけど、僕は手を伸ばしたらすぐ手に入るほど安い男だよ？」
「それ、自分で言っていて悲しくならない？」
「うん、ちょっと……」
「そんなスーパーの安売りみたいな友田くんでも、自分を戒めている曲げられないルールが一つあるよね？　わたしはずっと見てきたからわかっちゃったんだ」
「ルール？」
　榎本さんはふふんと鼻を鳴らした。
「学園最強の恋愛マスター友田くんは二度同じ人を好きにならない」
「あ……」
　なるほど。榎本さんの真に欲しいものは僕そのものじゃなくて……。
「そう。わたしが本当に欲しいものは、君からの二度目の恋。これは自信を持って言えるんだけど、友田くんはわたしのことが一度好きだったでしょ？」
「うっ……。な、なんでそのことを？」
　ちくしょう、バレていたのか……。
「簡単なことだよ。わたしはわたしのことが好きな男子を昔からわかっちゃう能力の持ち主なの」
　いいな、その能力！
　僕だけじゃなく、世の中の鈍感主人公とか呼ばれるやつらに分けてやってくれ……。
「まあ能力っていうのは冗談だとして、女子ってさ、自分のこと好きな男子ってだいたいわかるもんだよ？」
「で、僕が君のことを好きだって知ってて今回の件を企んだわけ？」
「企むって失礼な……。わたしは友田くんと同じように仲介役をやってみただけ。どんな気分なんだろうって体験してみたかったの」
「で、どんな気分だった？」
「うーん……あえて言うなら、はがゆい？　ふりとは言え、何度も一条くんのことを好きって自分に暗示をかけなきゃいけなかったし。役に入り込む的な？　一条くんのことが好きなのに別の人を紹介するって、けっこう気持ちの面できつかったなー……」
「オスカー女優並みだね。僕もすっかり騙されたよ」
「ありがとう。あとは友田くんのご推察の通りだよ」
「僕と一条くんと高橋さんを引き合わせて、今回の事件を起こした……。ついでに河合先輩と春原まで巻き混んで罪悪感を植えつけたってところか……」
　最終バレそうになって、自分から罪の告白したふりをして全部一条くんに罪をなすりつけたしな、この悪魔め……。
「そうそう、凛ちゃんには申し訳なかったけど、友田くんの二度目の恋はわたしのものだしこのゲームから降りてもらったの。凛ちゃんって意外に積極的でわたしも途中ではらはらしちゃったけど、そこは友田くんを信頼していたわたしの勝ちかなー？」
「僕が河合先輩を二度好きならないって、そう信頼していたってこと？」
「そう。ちなみに凛ちゃんに杏里ちゃんのところに行くように仕向けたのもわたし。あの子、なんだかんだ言って君のことが好きだったみたいだし、ついでにね？」
「いや、そうだとしても大丈夫。春原は対象年齢外だから」
「えっと、同い年だよね？」
「ビジュアル的に彼女に手を出してしまったら色々終わってしまう気がしてね」
「杏里ちゃんにとても失礼なこと言ってるの、自覚してる？」
　榎本さんにツッコまれようとかまいやしない。
　だって僕はロリコンじゃないからね！
「じゃあ僕の悪い噂を流した張本人は……」
「さあ？　誰かな？」
「あらっ……。そこは誤魔化すんだ？」
「誤魔化すと言われてもわたしじゃないから」
　どうやら嘘は言ってないみたいだな。
　だったらいったい誰が？　なんの目的で？
「人の悪い噂を流すとか、わたしの美学に反するし。陰湿な外道のすることだよ」
　おいおい、人を散々ハメ倒してるお前が美学とか言うなよ……。
「それでも好都合だったよ？　結果的に友田くんは学校中の嫌われ者になったわけだし、今回の一件で完全に孤立して、唯一すがれる人はわたしだけになったから」
「残念。大事な人たちが抜けてるよ？　先生たちは僕の味方だからね！」
「自信を持って言ってるけど、君、先生たちから相当評判悪いよ？」
「えっ？　なにその新事実っ？　そこんとこ詳しく！」
「この教室だって勝手に使用してるし、成績は中の下から下の上くらい？　はっきり言うとお前勉強せずになにしてんの？　ってレベルみたい」
　それ今日イチ聞きたくなかったな……。
　まさか先生たちに嫌われてるとか……。
　勉強頑張ろう……。
「でもこれではっきりわかったよね？　この学校で君がすがれるのはわたしだけ」
「いいや、新たに友情を育めば——」
「わたしが全力でその芽を摘む」
「いやそこは肩の力抜いていこうよー……」
「大丈夫。友田くんにはわたしがついてるもん」
　そう言いながら榎本さんはピースしてみせる。
「いや、全力でお断りする！　ヤンデレとか無理！　重い！」
「ヤンデレって失礼な……。それならせめてドクデレにして。普段は独占してるけど彼氏の前だけではデレるって感じで」
「いや、ドクはドクでも『毒』の間違えだろ？」
　毒デレ……。
　なんかヤンデレよりも相当たちが悪そうなネーミングだ……。
　などと考えていたら、いきなりグイッとネクタイを引っ張られた。
　慌ててバランスをとると、すぐそばに榎本さんの笑顔があった。
「いい？　友田くんはわたしのもので、わたしにこれから二度目の恋をするの。どうしても恋に落ちないというのならストックホルム症候群を引き起こすために社会生活が送れるギリギリくらいまで君を追い込んだり、必要ならマインドコントロールもやぶさかではないけど、わたしは絶対に友田くんを見捨てたりしないし、献身的に接するように努めるわ。これだけ友田くんを愛してくれる高校二年生の女子はわたしくらいだけど、それでも付き合わないって言うつもりなのかな？」




















　なんてことだっ！
　告白なのに全然グッとこないっ！
　発言の節々が猟奇的過ぎる上に、約半分は脅しだもんなっ！
「あの、一ついい？」
「なに？」
「僕、どうやら君のこと大嫌いみたいなんだ」
「そう？　わたしは友田くんのこと大好きだけど？」
　僕はネクタイを引っ張っている手を振り払って、榎本さんから距離をとる。
「残念だったね……。君が望んでも僕の二度目の恋は手に入らないよ？」
「どうして？」
「君はやり過ぎた。ついでにしゃべり過ぎでもある。欲張りが仇になったね？　欲張りすぎてボロを出しちゃったんだから」
「次はもっとうまくやろうっと……」
「次があればね？　この件は白日のもとに晒して、僕は普通の高校生活を営むことにするよ」
「すごい自信だねー？　全校生徒の嫌われ者がどうやって人を信じさせるつもりなの？」
「ふふふ……。こっちにはこれがある！」
　そう言って僕は上着のポケットに手を入れた。
「ん……？　あれ？　あれれー？」
　な、ないっ？
　この日のために昨日閉店間際のヨド●シで買ってきた例のあれがっ！
「お探しのものは、これ？」
　不敵な笑みを浮かべる榎本さんの手に握られているものは、まさしく僕が買ったＩＣレコーダーだった。
　哲太たちが出て行った後、録音開始してポケットに忍ばせていたのに……。
「い、いつの間にっ？」
「んーと、さっき抱きついたとき」
「か、返せっ！」
「はいどうぞ」
　おっと、やけに素直に返したな？
　……ん？　んんっ？
「え、えーっと、録音ボタンは？」
「最初に切っておいた」
「つまり、ほとんどなにも録音されてないってこと……？」
「だって告白の言葉を録音されるとか恥ずかしいもん！　もうっ！　告白音声をデータで残すとか友田くんの鬼畜っ！　でもそういうところも好きー！」
　僕はその瞬間床に両膝をつき、完全に脱力していた。
　そして改めて実感した。
　だめだ。
　今の僕じゃあこの女には勝てねぇ、と……。

　　◇　◇　◇
　
「——で、結局その毒デレちゃんと付き合うことになったわけ？」
　あの一件から二日後の水曜日の晩、テーブルを挟んでケラケラと笑う吉川さんに多少いらつきを覚えつつ、僕はペットボトルのお茶を一気に飲み込んでいた。
「付き合ってませんよ！」
「えー？　なんでー？　その状況なら付き合う一択しかなさそうだけど？」
「うまいことかわしたんで……」
「へぇー？　どうやって？」

『お友達からならっ！』

　まさかあの一言で榎本さんが納得するとは思っていなかったんだけどね……。
「世の中には便利な言葉があるんです。結果的に付き合うことになっても逆に付き合わなくてもいい未来志向な言葉です。ほら、政治家の善処します的な便利な言葉ですよ」
「なにそれー！　お姉さんにも教えてっ！」
「もう少し大人になったら教えてあげますよ。それよりどうですか？　そろそろ吉川さんのところに怪文書の一通でも届くころだと思うんですけど？」
　榎本さんのことだ。僕の身辺調査も独自に進めていて、きっと吉川さんのところにもなにか仕掛けてくるのだろう。
「うーん……うちには特になにもないかな？」
「気をつけてくださいね？　榎本さん、本気出したらなにするかわからないし……」
「あらら、お姉さんの心配してくれてるの？　サッくん大好きー！」
「コラ暑苦しい！　ひっつくなって！」
　実のところ、あれから僕の周辺で変わったことはない。
　あの一件から相変わらず哲太たちとは口も聞いてないし、ＬＩＭＥもやりとりしていない。
　僕の悪い噂は流れたままで、周囲の視線は痛いものの、僕はなんとか学校生活を送れている。
「逆に不気味なんですよねー。静かすぎるっていうか……」
「平和なことはいいことだと思んだけど？」
「というかあれだけ好きだ付き合えって言ってきたくせに当の本人が僕を無視しまくってるんですよっ？　どういうことっ？」
「そんなの簡単じゃーん。押すだけ押したら？」
「後は引く……うわー！　そういうことかー！」
　榎本さんにまたまんまとしてやられたって感じだ。
　なにもアクションを起こしてこないのは僕の関心を引くためだ。
　僕はまんまと彼女の術中にはまり、まだかまだかと彼女がアクションを起こすのを待ち構えていた。
「この程度の恋愛テクに引っかかるなんて、恋愛マスターもまだまだってところね？」
「そもそも自分で言いだしたわけじゃないですからね？」
「でも、プライドを傷つけられたことには怒りを覚えた」
「それは、恋愛マスターの沽券に関わるっていうより、僕自信のプライドの方です。まんまとやつに踊らされていたわけですから……」
　これには本当にムカついた。
　きっと滑稽に動き回る僕を見てほくそ笑んでいたんだろう。
「ところで、このあいだの前提条件の答えは見つかった？」
「はい。榎本さんは一条くんを好きではなかった……」
「それじゃあ五十点ね」
「じゃあ、一条くんを好きじゃなくて、最初から僕のことが好きだった」
「うーん…それだと七十点くらいかなー？」
「全然正解が見えませんよ。それってほぼ同じじゃないんですか？」
「全然違うよー！　前提条件が多少でも違うだけで、結論は大きく変わっちゃうケースが多いの！」
「あ、そうなんですね？　で、百点満点の正解は？」
「まったく欲しがりサッくんなんだからっ！」
　うーん……めちゃくちゃこの人の脳天にチョップ入れたくなってきた……。
「いい？　榎本さんの告白はどこでしたの？」
「は？　え、えーっと、学校の屋上ですけど……」
「どうして恋愛相談室があるのにわざわざサッくんを学校の屋上に呼び出したの？」
「それは……なんででしょう？」
「はぁー……これだから童貞は……お姉さん心配だよー……」
　そこまで心配されるほどの童貞なのか、僕は……。
「いい？　放課後の夕日に染まる屋上なんて告白にもってこいの最高のシチュエーションじゃない！」
「は、はあ……。まあ、たしかにそうですね？」
「そんなところでやることなんて一つっきゃない！　告白よ告白！」
「まあ、たしかに一条くんの告白は聞きましたが……」
「ストーップ！　そのときのサッくんの態度はどうだった？」
「はぁ？　まあいつもと変わりませんが……」
「そう！　そこよっ！」
「はい？　えぇっ？」
　なるほど……。
　さっぱりわからねぇ……。
「そもそもサッくんは、どうせまた告白の依頼だと思っていた」
「まあ、結果的にそういうことでしょう？」
「前提条件がそもそも違うって言ってるの！」
「あーもう訳わかんねぇ！　はっきりと言ってくださいよ！」
「だーかーらー！　榎本さんは最初からサッくんに告白するつもりで放課後の屋上に呼び出したって言ってるの！」
「なっ……」
　その瞬間、僕の脳裏にあの日の告白の瞬間が鮮明に思い起こされる——

　耳まで赤くなった榎本さんの表情。
　これから口にする言葉を思い浮かべてひどく緊張している様子。
きっと彼女に関わった男子の十人のうち九人は彼女のことを好きにならずにはいられないくらい可愛くて魅力的な女の子。
　そんな彼女からまさか放課後に呼び出されるとは夢にも思っていなかったと思いつつ、実は心のどこかでこんな日が来るんじゃないかと思っていた。
この想定は決して自惚れなんかじゃなくて、僕の経験則として……。
そう、僕は屋上に呼び出されたときから、つまり最初から榎本さんのことを——

　——そっか……。
　僕は前提条件をすっかり間違えていたんだ。
「僕は最初から諦めていたんだ……」
「そう。それこそが間違いだったんだよ。たらればを並べたところで仕方がないかもしれないけど、榎本さんは最初からサッくんが自分のことを諦めていたことに気づいていたわけさ……」
　今度は榎本さんの言葉が思い浮かんだ。

『……女子ってさ、自分のこと好きな男子ってだいたいわかるもん』

　それって逆に言えば、自分に興味がないってこともわかるってことなのかな？
　そうだとするなら、きっと榎本さんはあの時点で僕がすでに彼女に対して好意がないことに気づいていたことになる。
「もし僕が最初から榎本さんの好意に気づいていたら、諦めずに彼女と向き合っていたら……」
「きっと違った未来があったのかも……。もちろん毒デレちゃんの人間的な性質は変わらないけど、一度目の恋の段階で毒デレちゃんと付き合えていたかもしれないし、サッくんの悪い噂も流れていなかった。今でも哲太くんとか杏里ちゃんとか、そういう友達に囲まれていたかもね？　サッくんのことだから、きっと高橋さんと一条くんの関係もうまく取り持っていたと思うし」
　それ、完全にハッピーエンドだよね……。
「でも、サッくんは最初から諦めた態度で放課後の屋上に向かってしまった。サッくんに告白しようとしていた毒デレちゃんとしては、もう自分に好意がないとわかりがっかり……。それで、もう一つのプランだった一条くんの告白作戦を決行した。なぜなら——」
「学園最強の恋愛マスター友田くんは二度同じ人を好きにならない、から……」
「そう。彼女は本気でサッくんを手に入れようとして、ありとあらゆる手を打った。君の周りから親しい友人を減らしていき、さらにはサッくんの恋愛対象になるかもしれない人たちを操作しつつ、罪悪感を植え付け、サッくんを完全に孤立させることにまんまと成功したってわけ」
「なんて回りくどい……」
「二度同じ人を好きにならないのなら、二度同じ人を好きになる状況に追い込めばいいからね」

『——友田くんにはわたしがいるもん……』

　ぞくりと背筋に悪寒が走った。
　なんてことだ。
　僕が犯した過ち。
　最初の分岐点で最短で楽勝なハッピーエンドを迎えるための一番重要なフラグを自ら折ってしまったこと。
　そして榎本小晴を完全に本気モードにしちゃったこと。
　なんだよこれ？　クソゲーも甚だしいじゃないか……。
「あは、あははは……」
　僕はフローリングの床に四肢を投げ出して天井を仰いだ。
「どうしたのサッくんっ？　ついに壊れちゃった？」
「なんというか、なんというかですよね」
「全然わかんないんだけど、気を確かにね？」
「僕はいつも正気ですよ。こういうのなんていうんですかね？　ディープラブ？　ハードラブ？　いや、サイコラブが一番しっくりくるかもしれません。とりあえず今のところ死人が出てないのが不思議なくらいですよ……」
　高校二年の男子にはちょっと愛が重すぎるなぁ……。
「だから最初に言ったじゃない。君も厄介な女の子を好きになっちゃったもんだねー、って」
「最初からわかってたなら教えてくださいよ……」
「にゃはははー！　わたしだって最初から確証があったわけじゃないもーん！」
「あ、そう……」
「あー！　でもでもー、お姉さんエンドっていうのもアリかもよー？」
「それ完全にバッドエンドじゃないですか……」
「ひっどぉー！　わたしはこんなにサッくんを愛しているのにー！」
「はいはい……」
「返事はいっかーい！」
　その後も吉川さんはなにかギャーギャーと言っていたが僕は完全に疲れてしまってほとんどなにも耳に入ってこなかった。

　　◇　◇　◇

　翌日、僕は早々に家を出て、通学路にある公園である人物を待った。
　僕の調査結果によると、彼女はいつもこの時間にここを通る。
　ブランコを揺らしながら通学路のほうを見てしばらくぼーっと待っていたら、急に視界が温かいものに覆われ、真っ暗になった。
「だーれだ？」
　まったく……。
　こういうところはわざと狙ってきているのかどうなのか。
　本来ならドキッとする場面なのだろうけど、逆に僕の背中には悪寒が走った。
「……僕を大好きだって言った人」
「正解！　——って、そこは名前で呼んでほしかったなぁー……」
　声の主はプクッと頰を膨らませながら僕の目の前に立った。
　そう、僕が待っていたのは榎本小晴だ。
「いきなり後ろから忍び寄るなんて卑怯だぞ？」
「気付かない友田くんが悪いんだもーん」
　油断大敵だとでも警告しているんだろうか？
　たぶん僕はこの数秒のうちに三回くらい刺されていてもおかしくないくらい油断していた。
「もしかしてわたしのこと待っててくれたの？」
「まあね。あの後そっちからアクションを起こさないからこうして会いに来たってわけ」
「うれしい。押してダメなら引いてみろ作戦成功って感じ？」
「いや、怖いもの見たさってやつかな？」
「ひどい！　人をオバケみたいに言うなんてっ！」
「オバケのほうがまだマシだよ。本当に怖いのは人間だからね」
「それ、余計にひどくない？」
「まあね？」
　すると榎本さんはふふんと鼻を鳴らす。
「わざと嫌われるようなことを言ってわたしを遠ざけようって魂胆？」
「僕は無駄だって思うことはしたくない主義なんだ」
「さすがわたしのことをわかっているね？」
「そりゃもう嫌ってほど……」
　榎本さんは隣のブランコに並んで座った。
　はたから見れば僕らは仲のいい友達かカップルに見えるんだろうか。
「それで、わたしを待っていたのはどういう風の吹き回し？」
「まあ、ちょっとお願いというか……」
「却下」
　即答かよ。
「せめて話くらい聞いてほしいんだけど……」
「友田くんのことだから、どうせまたみんなと仲良くしたいとか、そういうことを頼みにきたんでしょ？」
「ご名答……。さすがに学校で嫌われボッチのままでいるのは辛いからね？　せめて味方になってくれる友達の一人や二人ほしいんだけど……」
「えー？　わたしがそばにいるよね？」
「それこそキツいでしょ？　あんなひどい噂が流れていたのに、僕らが一緒にいたら榎本さんにだって不都合でしょ？」
「わたしはべつに気にしていないけどなー……」
　たぶん彼女がそう言うのならきっとそうなのだろう。
「でも、このままじゃ僕は転校するか家に引きこもるしかないって状況なんだけど？」
「そんなのわたしが許すと思う？」
「ダメだろうけど……」
「許す」
「えっ？　マジでっ？」
「友田くんが転校するならわたしももれなくセットで転校するし、引きこもるならわたしは学校を辞めて働いてずっと養ってあげるから」
「重い！　思わずキュンときちゃうような笑顔で言ってるけど、なんだか全然嬉しくない！」
「そう？　わたしなりの愛の形だけどなー」
「重いって……」
　榎本さんはニコニコと笑っているけど、僕はちょっとどころかだいぶ引いている。
　まったく、厄介な人に愛されてしまったな……。
「そうだ、榎本さんにもう一つお願いしたいことがあった」
「なに？」
「僕の悪い噂を流した犯人を捕まえたいんだけど、協力してくれるかな？」
「あー……。その件なら解決したよ」
「は？　解決？」
「噂を流した犯人なら、おととい見つけて処分しておいたの」
「しょ、処分ってっ？」
　これまた物騒な言葉が飛び出したぞっ？
　犯人の安否が気になるっ！
「えっと……結局誰だったの？」
「同じ風紀委員の倉本くん。彼、わたしに付きまとっていたストーカーだったの」
「は？　え？　倉本くんが榎本さんのストーカー？」
「そう。体操服を盗まれたり、帰り道で後ろを付きまとってきたくらいで身体的な被害はなかったけど」
「いや、十分すぎるでしょっ？　怖がるでしょ普通はっ！」
「彼、わたしが友田くんと仲良くしていたのが気に入らなかったみたい。一条くんと高橋さんが屋上で抱き合っていたあの日、わたしが友田くんに裏切られて失恋をしたって彼に相談したら、許せないってわたしの代わりに怒ってくれて……」
「おいちょっと待て。それってまんまとストーカー男を手の平の上で操ったって僕には聞こえるんですけどっ！」
「……テヘ！」
「テヘじゃねぇー！　どんだけサイコパスなんだよ君ぃー！」
「いやほら、利用できるものはなんでも利用しないと。もったいないオバケが出るっておばあちゃんが言ってたから」
「もったいないオバケとか可愛く言ってもダメだから！　いちいち発想が猟奇的過ぎるからね？」
　むしろもったいないオバケよりも、榎本さんに利用された人たちの怨霊のほうが怖いって発想にいかないのかね……。
「それで、処分したって……倉本くんはどうなったの？」
「さあ？　一家で夜逃げしたって話だけど……」
「いったいなにをしたーーー？」
　てへへっと無邪気に笑う榎本さん。
　そこには一切の悪意もなく、ただ純粋に、僕といる時間を楽しんでいるようにさえ見える。
　もし彼女の本性やしてきたことをで全て差し引くことができて、こうして彼女の笑顔を間近で見ることができたなら、きっと僕は彼女に対して二度目の恋に落ちていたかもしれない。
　いや、恋に落ちるというよりも引きずり込まれているといったほうが正確か。
　僕はどっぷりと小晴エンドに向かっている気がする。
　彼女の作り出した道の上をただひたすらに歩かされているんだ。
　それも、いびつに曲がりくねった一本道。
　さらに言えば、一歩でも踏み外せば真っ逆さまに落ちていくような断崖絶壁……。
　この先僕に分岐点なんて現れるんだろうか？
　彼女の用意したシナリオにそれはなさそうだけどね……。
　そういえば昔の偉い人が言ってたっけ。
　道は自分で切り拓くものだ、と。
　ハッピーであれ、バッドであれ、自分でトゥルーエンドの分岐点にたどり着くためには、この榎本小晴という女子をなんとかするしか方法はなさそうだ。
「どうしたの友田くん？　その……さっきからわたしの顔をじっと見てきて……。は、恥ずかしいよー……」
「うん？　あ、ごめん。笑った榎本さんの顔、つい可愛いなって思って」
「っーーー！」
　僕の不意打ちが効いたのか、真っ赤になって顔を背ける榎本さん。
　まったく、困ったことにリアクションがいちいち可愛いんだよな……。
「いきなりどうしちゃったの友田くん？　もしかして、ついにわたしに告白する気になったの？」

　とにもかくにも、この正統派ヒロインの皮を被った悪魔を攻略できるのは——

「いや、宣戦布告ってところかな？」

　——学園最強の恋愛マスターであるこの僕しかいないみたいだ。





        学園最強の恋愛マスター友田くんは二度同じ人を好きにならない
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